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し
し－Ｊｉｘ［名］四。三の次の数。いち（－）に_（二）さん（三）し－（四）
ご－（五）ろく（六）しち（七）はち（八）〈_（九）じゅ－（十）と数え
る時、用いる。
し－Ｊi：［名］精。精霊。自然の種々の物に宿ると考えられている神霊。⑳～ぬいでい
い（精霊が現れる)。
し－Ｊi：［名］瀬。水が浅くて、歩いて渡れるような所。⑳～ゆばたい（瀬を渡る)。
し－Ｊ!：［感］しっ。寄って来る動物を追い払う時に発する語。
じ－ｄ５ｉｘ［名］痔。肛門やその付近がただれたりして痛む病気のこと。⑳～んかかい
（痔にかかる)。
し－ぐＪｉ:9ｕ［名］小刀。ちょっとした細工物に使う小さな刃物。〈がたなとも言う。
⑳～ひ_すい（小刀で切る)。
し－さ－Ｊi:Sax［名］①獅子。②屋根の上に魔よけ用に置いてある獅子像。
し－し－ＪｌｘｊＪｘ（擬声）しっしっ。動物などを追い払う声。
じ－じ－d3iXd5iX（擬声）じいじい。にいにい蝉のなき声。⑬～なふう（じいじいな
く)。
じ－ってい－d5ixtfix［副］じっと。同じ姿勢で見つめたりがまんする状態。⑳～み
し、（じっと見る)。
し－てい』i:ｔｉ［副］強いて。無理に。⑳あいぬくとう_ぱ_～あしぃな（そんな事
は強いて為るな)。
し－とうＪｉ:ｔｕ［名］生徒。学校に籍を置き、授業を受ける人。～かんにがい（生徒のた
めの祈願)。～いでいかんにがい（生徒になるための祈願)。⑳－人ない（生徒にな
る)。
し－とういでいかんにがいＪｉ:tuidikanni9ai［名］学校に上がる時行なう祈願。普通三月
に行なう。
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し－とうかんにがいJiXtukanni9ai［名］生徒の学業が向上するために行なう祈願。新学
期の始めに行なう。
し－にんJimiD［名］青年。中学、高校を卒業した二十代までの人。～かい（青年会)。
し－むぬJixmunu［名］吸物。塩・しょう油で味をつけた飲み物。
し－るJiXru［名］水肥。人糞、尿など液体の肥料。
じ－るd5ixru［名］地。いろり。防寒や煮炊きのために火をともす所･
し－るたぐJiXruta9u［名］水肥桶。人糞、尿など液体の肥料を運ぶ桶･
しかＪｉｋａ［動］鹿。シカ科の獣の総称。
しかいJikai［名］世界。世の中。世間。
しかきJikaki［名］仕掛け･工夫された仕組。
しかきいJikakii［動］仕掛ける。行動に出る。装置する。⑳ぱなう～（罠を仕掛ける)。
しかくJikaku［名］四角・四角形。
しかくみはなJikakumihana［名］四角い顔。
しがちぃJi9atsl［名］四月。いちがちぃ（－月）ｌこがちぃ（二月）さんがちぃ（三月）
の次の月。ぐがちぃ（五月）るくがちぃ（六月）しちがちぃ（七月）はちがちぃ（八
月）〈がちぃ（九月）じゅ_がちぃ（十月）じゅ￣いちがちぃ（十一月）じゅ￣'こ
がちぃ（十二月）と教える。
じかんd3ikaO［名］時間。ある時刻から他の時刻までの間。⑳～ぬながりい（時間が流
れる)。
しきＪｉｋｉ［名］式。一定の仕方によって行なう儀礼的行事。⑳しきゅ￣あぎい（式を
挙げる）
じきd5iki［名］時期。とき。おり。⑪んなま￣ぃずい～（今は魚の時期だ)。
しきたんJikitaO［名］石炭。植物が地中で炭化したもの・
しきたんゆ－JikitaOju：［名］石油。地中にある燃える液体。⑳～ゆむ￣しぃ（石油を
燃やす)。
しきにんJikiniU［名］責任。やらねばならない勤。⑳～ぬはたしぃ（責任をはたす)。
しきんJikiU［名］試験。物の知識や能力をためること。⑪～ぬうきい（試験を受け
る)。
しきんJikiU［名］（新）世間。世の中。一般社会。～ぬひとうんみ（世間の人達)。
しきんなりJikinnari［名］世間慣れ。世の中に失敗しないようになること。ゆ￣なりと
も言う。
しきんぱなしいJikimbanasI［名］世間話。世の中に関する話。⑳しきんぱなつすあ
しぃ（世間話を為る)。
しじゆ－〈にちJid5uxkunitJi［名］四十九日。死者を七日ごとに弔う法事をなんかと言
４
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い、その第七回目の最後の法事のこと。
したいJitai（感）したり。いい気味だ。よくやったと相手をほめる時、また意に反して
失敗した時などに発する語。
しだし、Jidai［名］次第。～するにつれて。動詞の連用形について形式名詞の役目をす
る。⑳かちぃ～いだしぃ（書き次第出す)。
したうきJitauki［名］（新）下請。請け負った仕事を苔らに他人が請け負うこと。
しちJitJi［名］（新）質。約束を行なう保証として預けておく品物。⑳～んかいいり
い（質に入れる)。
しちJitJi［名］七。るく（六）の次の数。
しちがちぃJitli9atsI［名］七月。１年の第七番目の月。⑳しちがっちゃあちいかん
（七月は暑い)。
しちぃきいJitslkii［動］膜ける。殴る。⑪つふあう～（子供を膜ける)。
しちながりJitJina9ari［名］質流れ。しちながりぬしいなむぬ（質流れの品物)。
しちなんかJitJinaOka［名］七七日。死んでから七週目。四十九日目に行なう法事。
しちゃJitJija［名］質屋。質物を預って金を貸すことを目的とする店。
しっぱいJippai［名］（新）失敗。しくじり。やりそこない。⑳～ゆあしぃ（失敗す
る)。
しっぶくJippuku［名］（新）切腹。自分で腹を切って死ぬこと。
しなIma（貝）貝。貝殻をもつ軟体動物。
しなＪｍａ（地）支那。中国。⑳～んかいいふう（中国へ行く)。
しばし、Jibai［名］芝居。演劇の総称。⑳～ゆみい（芝居を見る)。
しばかんJibakaD［形］狭い。空間の広がりが少ない。狭い考え、狭い度量などの用法
はない。⑳みなか－－（庭は狭い)。
しばみいJibamii［動］狭める。空間の広がりを少〈する。⑭や_とうや￣ぬあい
だう～（家と家の間を狭める)。
しぶＪｉｂｕ［名］（新）支部。集落の区画。きたしぶ（北支部)、ひがししぶ（東支部)、
みなみしぶ（南支部）につしぶ（西支部）の四つがある。
しまJimａ［名］縞。布地などの縦横に出た模様。⑳ちいんい～ぬかぎかん（着物の
縞が美しい)。
しまいJimai［動］閉まる。閉じた状態になる。⑳やどうい～（戸が閉まる)。
しまいJimai（感）ああ、しまった。失敗して残念がる時発する語。⑳～ご－かくふ
ん（しまった、合格しない)。
しまながしJimana9aJi［名］（新）島流し。罪人などを遠方の島に送る刑罰。
じまんd5ima9［名］自慢。自分に関係ある人や事柄を他人に誇ること。⑳ならがっ
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ふあう～ぬあしぃ（自分の子供を自慢する)。
しみJimｉ［名］（新）染み。衣類や皮膚などのしみてよごれたあと。⑳ちいんん～ぬ
いでいい（着物に染みが出る)。
しみいJimii［動］攻める。攻撃する。⑳ていきゅ_～（敵を攻める)。
しみいJimii［動］閉める。締める。ゆるみを無くすようにする。⑪ぬどう￣～（の
どを締める)。
しみいJimii［動］（新）東みる。⑪は_ぬ～（歯が東みる)。
しみくるしいJimikurusI［動］締め殺す。ひどく殴りつける。
しみ<んJimikuU［動］（新）染み込む。ある要素が他の組織に入ってとれなくなる。⑳
みじいぬじぃ＿んかい～（水が地面に染み込む)。
しみ＿じぃJimi:dzI［名］シミーズ。女性の下着。⑳しみ－つじゆちいい（シミーズ
を着る)。
しみちいきいJimitsfkii［動］締めつける。⑳ぬどう-～（のどを締めつける)。
しむＪｉｍｕ［名］（新）霜･地面にできる細かな氷。
しらじらてい＿Jirad5iratix［副］しらじらと。⑳～ゆ－ぬあきい（しらじらと夜が
明ける)。
しらびJirabi［名］調べ。調査。検査。⑳き－ひちいぬ～ぬあい（警察の調べがあ
る)。
しらびいJirabii［動］調べる。調査する。検査する。分からない事や不確かな事を他人
に聞いたりして確かめる。⑳どう_ゆ～（体を検査する)。
しらびむぬJirabimunu［名］調べ物。調査する事項。⑳しらぴむぬ￣しらぴい（調べ
物を調べる)。
しるＪｉｒｕ［名］体から出る液体のもの。みんい～（耳の汁、耳垂れ）み￣ぬ～（目の
汁)。お汁はしいる、味噌汁はんつしい￣と言う。
しるＪｉｒｕ［名］（新）城。敵を防ぐために石などで築いた建物。普通ぐしいくと言う。
⑳しる＿しみい（城を攻める)。
しるがにJiru9ani［名］銀。しるがね。⑳～ぬふうる_とう（銀のフルート)。
しわＪｉｗａ［名］（新）雛。紙や皮膚などの表面にできる不規則な細かい模様。⑳～ぬ
でいきい（鮫ができる)。
しわざJiwadza［名］（新）仕業。した事。⑳かいが～（彼の仕業だ)。
じわじわてい－d5iwad5iwatix［副］（新）じわじわと。￣点に向って徐々に変化が進ん
で行く様子。⑳つすいぬ～ちぃふう（薬がじわじわと効く）。
しんＪｉ９［名］千。百の十倍の数。
しんＪｉ９［名］線。糸のように細長くついた模様。⑳～ぬひちぃ（線を引く)。
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しんＪｉＵ［名］芯。①物の中央の大切な部分。②灯芯。⑳とう－いぬ～（ランプの芯)。
＿しん－JiO［接尾］（新）銭。銭を数える時の単位。いつしん（－銭）にしん（二
銭）ざんしん（三銭）ゆんしん（四銭）ぐしん（五銭）るくしん（六銭）な
なしん（七銭）はっしん（八銭）きゅ_しん（九銭）じっしん（十銭）と数える。
なんしん（何銭)。
しんけいJi9kei［名］（新）神経。体の痛みや脳の命令を伝えたりするもの・⑳は￣ぬ
～ゆとうい（歯の神経を取る)。
しんし－JinJiZ［名］先生。教員や師匠など物事を指導する人を指す。医師や議員には
用いない。⑳～からしいんいならう（先生から勉強を習う)・
しんじいImd5ii［動］信じる。疑わずに真実と思う。⑳かんぬ～（神を信じる)。
しんじいJind5ii［動］煎じる。茶や薬草などを煮て成分を出す｡⑳ちや￣ゆ～（茶を
煎じる)。
しんじかしぃJind5ikasI［名］煎じたかす。⑪しんじかつすしいていい（煎じたかす
を捨てる)。
しんじっすいJind5issui［名］煎じ薬。薬草を煎じたもの。⑪～ゆぬん（煎じ薬を飲
む)。
しんじむぬJind5imunu［名］煎じたもの。茶や薬草などを煮て成分を出したもの。
しんだんJinda9（植）栴檀。庭に植える落葉高木。しんだんぎ￣とも言う。
しんだんぎ－JindaO9iX（植）栴檀。
しんばんJimbaD［名］審判。競技の優劣を決めること。またその人。⑬っぶあ￣～
ぬあっす（お前は審判をやれ)。
しんぶんJimbu9［名］（新）新聞。新しい出来事を速く知らせる定期刊行物。⑬～ぬ
いだしぃ（新聞を刊行する)。
じんぶんd5imbuU［名］知恵･分別。才能。⑳～ぬあい（分別がある)。
しんぼ－JimboX［名］心棒。車輪の軸となる木。
しい－ｓＭ名］酢。少量の酢酸を含む液体の調味料｡⑳～ゆなましいんかいかき
い（酢を刺身にかける)。
しい－ｓl：［名］巣。鳥や虫などがすむために作った所○とういぬ～（鳥の巣）くう
い～（蜘蛛の巣）あかいい～（蟻の巣）はちぃぬ～（蜂の巣）やままゆぬ～（山
猫の巣)。
じぃ－．z１Ｍ名］字。文字。⑳～ゆかふう（字を書く）。
じぃ－dzIx［名］地。土地。地面。陸地。⑳～ゆかでいい（地を耕やす)。
しい＿うｓｌｍ（植）冬瓜。畑でできる￣年草のつる草○夏に黄色の花が咲き、実が成る｡
食用。
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じぃ－かちぃdzlrkatsI［名］字書き。字を書くこと。⑭じぃ_かつちやうむつしかん
（字を書くことは面白い)。
じぃ－かちやdzlxkatJa［名］字のきれいな者。⑳かりや-－（彼は字のきれいな者
だ)。
しい－かんsfXkaU［形］酸っぱい。梅干や夏ミカンの味のする状態。⑳くいふう
にゅ_や～（このミカンは酸っぱい)。
しい－しぃslxsI［名］肉。動物の骨を包んでいる柔らかな物質。食用に供される。⑳
しい－つすふあう（肉を食べる)。
じぃ－じぃ－dzlXdzIX（擬態）ずきんずきん。頭や傷などが脈を打うように痛む様子。
⑳かなまいぬ～やん（頭がずきんずきん痛む)。
じぃ－だいdzIxdai［名］地代。借地料。
しい－つちいslXttJii［動］擦り切れる。摩擦によって切れる。
しい－ちいいslxtsII［動］切る。包丁などの刀物で擦るようにして切る。⑳いずいば
たう～（魚の腹を切る)。
じぃ－ぱdzfzpa［名］かんざし。女性が髪にさす装飾品。⑳～うさしぃ（かんざしを
さす)。
じぃ－まいdzmai［名］地米。その土地でできる米。
じぃ－みちぃdzlxmitsl［動］針が刺すように痛む。
じいいｄｚＹｉ［名］（新）髄。骨や茎の中心にある部分。き_ぬ～（木の髄）ふにい～
（骨の髄)。
しいいＳＩＩ［動］知る。分かる。ものの内容や意義が理解できる。⑳にんぎんぬいっ
でいかたう～（人間の生き方を知る)。
しいうかんsIukaU［形］渋い。渋柿のような舌をしびれさせる味である。
じぃがdzf9a［名］（新）図画・絵図。描いたもの。⑬～うかふう（図画を描く)。
しいがいsI9ai［動］すがる。頼るため体の一部をつかまえて離さないようにする。
⑳っふあぬうやんかい～（子供が親にすがる)。
しいかいいsIkaii［動］好かれる。好まれる。⑳しんし－から～（先生から好かれる)。
しし､かきslkaki［名］為かけ。動作の始まりのこと。
しぃかきいsIkakii［動］為かける。動作を始める。⑭しいかまう～（仕事を始める)･
しいかしぃsIkasI［動］あやしなだめたりそやしたりする。まただます。あざむく。
⑳つふあう～（子供をあやす)。
しいかしぃsIkasI［動］透かす。何かの問を通して向こう側の物を見る。⑳がらっす
しぃかひ－みい（ガラスを透かして見る)。
しぃがたsI9ata［名］姿。体や物の形。⑳ひとうぬ～うみい（人の姿を見る)。
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しいかまslkama［名］仕事。頭や体を駆使して働くこと。⑳～うあしぃ（仕事をす
る)。
しいかまじぃんslkamadzlU［名］仕事着。仕事をする時着る衣服。
しいきｓＩｋｉ［名］鋤。土を起こすもの。
しいきｓｌｋｉ［名］好き。相手に心が引かれる状態。⑭ひとう－～んない（人を好き
になる)。
しいぎｓＩ９ｉ（植）杉。葉が小さく針の形をした常緑高木。またはその材木。しぃぎぎ－
とも言う。
しいきいsfkii［動］神仏に供える。⑳かんかいざきゅ－－（神様に酒を供える)。
しぃぎいsl9ii［動］過ぎる。移動するものがある地点や場所から他の地点や場所へ移っ
て行く。⑳ぱしいぬしいぎ_はい（バスが過ぎて行く）。
しぃぎいsr9ii［動］すげる。本体にあるものをはめ込んだりくっつけたりする。⑳ぶ－
ゆあっちゃんかい～（紐を下駄にすげる)。
しいきうくしぃslkiukusI［動］鋤き起こす。鋤きですいて土を起こす。⑳しいきひ－
んたう～（鋤で土をすき起こす)。
しいきかいしぃslkikaisI［動］鋤き返す。鋤で土を堀り返す。
しぃぎぎ－slgi9iX（植）杉。またはその材木。しいぎとも言う。
しいきや－しぃslkjaXsr［動］散らかす。物が整然としないで広げたままにしておく。
⑳まいゆ～（米を散らかす)。
しいきや－りいsIkjaXrii［動］散らかる。物が整然とせず、広がった状態になる。⑳ふ
んぬ～（本が散らかる)。
しいぐｓＩ９ｕ［副］直ぐ。早速。ある行動を起こしてから余り時間がたっていない様子。
⑳ってい_～はい（来て直ぐ帰る)。
しいくいsrkui［動］準備する。支度する。会などのために食べ物を用意する。⑳
じゅ-じゆくいぬむぬ－～（十時休憩の食事を準備する)。
しいくうsrkuu［動］掬う゜水面に軽く触れるようにして表面の一部を取る。⑳ちやば
んからちや_かつす～（湯呑みからお茶かすを掬う)。
しいぐとうsrgutu［名］仕事。しいかまとも言う。⑳しいぐとう－あしぃ（仕事をす
る)。
しいぐとうじいんsI9utudzID［名］仕事着。仕事をする時着る衣服。しいかまじぃんと
も言う。
しぃぐまいsr9umai［動］巣ごもる。鳥などが巣の中に入った状態でいる。
しいくんsIku9［名］仕組。計画。考案。⑳かいがしいくん_かかい（彼の計画に
引っかかる)。
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しいくんsrku9［動］仕組む｡計画する。考案する。目的に合うように巧みに趣向を考
える。
しいくんsIku9［動］棟む゜緊張のあまり体が縮んで動かなくなる。⑳うとうるつき￣
ひ－～（恐ろしさのため疎む)。
しいしぃｓＩｓｒ［名］媒。煙から出る黒色の粉末。⑳しいつすはらう（媒を払う)。
しぃじぃsIdzI［名］鈴。金属製の球に玉を入れ鳴るようにしたもの。⑳しぃつじゆな
らしい（鈴を鳴らす)。
しぃじぃsrdzl①［名］粒。丸くて小さなもの。②［接尾］粒を数える助数詞。ひ
とうしぃじぃ（－粒）ふうたしぃじぃ（二粒）みしぃじぃ（三粒）ゆしぃじぃ
（四粒）いちいしぃじぃ（五粒)。
しぃじぃsIdzI①［名］筋。血統。血縁。②［接尾］繊維などの細かいものを数える
助数詞。ひとうしぃじぃ（－筋）ふうたしぃじぃ（二筋）みしぃじぃ（三筋)。
しいしぃじぃsfsfdzl［動］濯ぐ。
しいしいみいsfslmii［動］勧める。ある事をした方が良いと相手に言う。⑳〈ぬつ
すいゆぬんよ－ん～（この薬を飲むように勧める)。
しぃじいみいsIdzlmii［動］片づける。その物を納める必要のある所に納める。⑬さら
うとうだなんかい～（皿を戸棚に納める)。
しぃじいみいsfdzfmii［動］沈める。ある物を水面より下の方へ移動させる｡⑭ふう
にゅ－－（舟を沈める)。
しぃじぃUsrdzfri［名］（新）硯。墨を水でするためのもの。⑳しぃじぃりひ￣しい
みゅ_しいい（硯で墨をする)。
しぃじぃＵばくsfdzfribaku［名］硯箱。硯を入れ保管する箱。⑳しぃじぃりゅ￣～ん
かいいりい（硯を硯箱に入れる)。
しいしいんsfsID［動］進む。前方へ移動する。⑭じかんぬ～（時間が進む)・
しぃじぃんsIdzl9［動］沈む。水面から下の方へ動く。⑬てぃだぬ～（太陽が沈む)。
しいすｓｌｓｕ［名］裾。衣服の下のふち。ちいんい～（着物の裾)。
しいたｓＩｔａ［名］舌。動物の口の中にあり、柔らかく自由に動き味や発音を行なう器
官。ったとも言う。
しいたｓＩｔａ［名］下。位置や程度や数量などが少ないこと。⑳かいがたきや￣～か
た（彼の背丈は下の方だ)。しいた－らとも言う･
しいたいsftai［動］廃れる。行事などが盛んでなくなる･
しいたぐくるsIta9ukuru［名］下心。
しいだしぃsfdasI［動］孵化させる。
しいだしぃかでぃsIdaslkadi［名］涼しい風。
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しいた一らslta:ｒａ［名］下。位置、程度、数量などが少ないこと。
しぃだいんsIdaiO［副］次第に。状態が少しずつ推移していく様子。⑳いんい～
ふうかふうない（海が次第に深くなる)。
しいだしいかんsIdaslkaU［形］涼しい。暑さが感じられず、快適な気温の状態。⑳ゆ
さらぴや－－（夕方は涼しい)。
しいたしいばsItasIba［名］下唇。⑳～うかん（下唇を噛む)。
しいたたいsltatai［動］滴る。液体がしずくになって下に落ちる。⑱みじいぬ～（水
が滴る)。
しいたたかsltataka［副］したたか。多く。量や数などが多い様子。⑳さきゅ_～
ぬん（酒を多く飲む)。
しいたていいsltatii［動］（新）仕立てる。特にある目的のために準備する。⑪ふう
<－～（服を仕立てる)。
しいたに－sltaniZ［名］下荷。馬車などの下に積む荷物。⑳～からばしやんかい
ちいん（下荷から馬車に荷む)。
しいたぬいsltanui［名］下塗り。下地を塗ること。うわぬいの対。
しいたぱ－sItabaX［名］下歯。下顎の方に生えた歯。
しぃだまぎ－sIdama9iX（植）ジュズダマ。
しいたやくsftajaku［名］下役。下級の役人。部下の役人。
しいたやくにんsftajakuniO［名］下役人。
しいたゆだsltajuda［名］下枝。地面に近い下の方に出ている枝。
しいたらしいsrtarasf［動］廃らす。事が盛んでないようにする。⑳きじやいゆ～
（行事を廃らす)。
しいたらしいsltarasf［動］滴らせる。しずくなどがたれるようにする。⑳みつじゅ
～（水を滴らせる)。
しぃだＩノsldari［名］すだれ。細い竹などを並べて糸で編んで部屋のしきり日よけに使
うもの。⑳しぃだりゅ－あん（すだれを編む)。
しいたりいsftarii［動］廃れる。行事などがおとろえる。⑳りゅ－こ-ぬ～（流行が
廃れる)。
しいたんsIta9［動］したむ。液体を残りなくたらす。⑳しいばいゆ～（小便をした
む)。
しいたんちぃsltantsI［名］下道。下方の道。⑭しいたんっちゅとう_い（下道を通
る)。
しいちいsrtsI［名］節。祝日や行事などのこと。しいちぃいぶどうい（祝事の踊り几
しいちいsItsl［動］敷く。平らに広げる。⑳ふうとうんぬ～（布団を敷く）。
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しいちいsItsI［動］鋤く。すきで土を堀り返す。⑳じぃ－ゆ～（土地を鋤〈）。
しいちいsItsl［動］好く。物事や人に心を寄せる。
しいちいきsItslki［名］膜け。マナーを正しく教え込むこと。またそれによって身につ
いたマナー。
しいちいきいsltsIkii［動］膜ける。マナーを教える。⑪かぎ－ちゃいっている
てい_～（正しく生きろと膜ける)。
しいちいびsItslbi［名］節日。節句。祝事や行事を行なう日。
しいていいsltii［動］捨てる。なくす。こぼす。⑳みつじゅ～（水をこぼす)。でい
んい～（お金をなくす)。
しいでいいsIdii［動］孵化する。卵がかえる。さなぎから成虫になる。⑳さなじぃぬ
～（さなぎが孵化する)。
しいでいがほ－sIdi9ahox［名］有難う。⑳きゅ－やってい－ふい－－（今日は来
てくれて有難う)。
しいでいがらsIdi9ara［名］孵化したぬけがら。さなぎが成虫になる時に抜け出した後
の外皮。
しいていむぬsltimunu［名］捨て物。廃棄物。落し物。
しいとううやsltuuja［名］しゅうと。夫または妻の父母。しいとうまとも言う。
しいとうまsItuma［名］しゅうと。夫や妻の父母。
しいとうむてぃsltumuti［名］朝。夜が明けてからしばらくの時。⑳～ぬしいかまう
あしぃ（朝の仕事をする)。
しいとうむていむぬsltumutimunu［名］朝ご飯。朝とる食事。⑳しいとうむていむい－
にい（朝ご飯を煮る)。
しいなsIna①［名］品。品物。②［接尾］品物や料理などの品数を数える。助数詞。ひ
とう～（一品）ふうた～（二品）み～（三品）ゆ～（四品）いちい～（五品)。
しいなむいとも言う。
しいな－しぃsInaxsf［動］黙る。沈黙する。言うのをやめる。何も言わずにいる。⑭
しいな_ひ－うい（黙っている)。
しいな－しぃｓｍａ:ｓｌ［動］合わせる。二つ以上のものを組み合わせて－つのものにする。
⑳くるまとうじく－～（車と軸を合わせる)。
しいなうslnau［動］しっくりと合う。二つ以上のものが組み合わざってしっくりとな
る。
しいなしぃsInasI［動］死なす。殺す。死んだ状態にする。殴る。⑳しいなひ_とう
らし（殴ってやれ)。
しいなむぬsfnamunu［名］品物。しいなとも言う。
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しいなやまslnajama（地）砂山。平良市街から北西へ約三キロ行った所。砂浜が美しい。
じぃなんdzlna9［名］次男。二番目の息子。⑳～ぬなしぃ（次男を生む)･
じぃなんさんなんdzInansanna9［連語］二男三男。二男と三男のこと。
しいぬいsinui（植）もずく。褐藻類モズク科の海藻。食用。
じぃぬしぃdzrnusr［名］地主。土地の所有者。
しいばいslbai［名］小便。尿道から体外に出される黄色の液体。⑳～ゆしいい（小
便をする)。ゆしいばいとも言う。
しいばいかじゃsIbaikad5a［名］小便のにおい。
しいばいじいちいんslbaidzItsl9［名］小便袋。膀胱。体内で小便のたまる所。
しいばいつさかんsIbaissakaO［形］小便〈さい。
しぃぱいふうかしやslbaifukaJa［名］小便をもらす人。
しいば<sIbaku［名］巣箱。鳥が巣を作れるようにこしらえた箱。⑳～んかいとうい
いふうう（巣箱に鳥が来る)。
しいばび－slbabiX［名］口笛。口を丸くすぼめて息を吹き音を出すこと｡またその音。
⑭～ゆふうちぃ（口笛を吹〈）。
しぃびいsIbii［動］滑くる。表面と接触しつつ、抵抗なく速く移動する。⑪なぴ_
どうるんちぃん～（滑っこい泥道で滑くる)。
しぃぴにかんslpinika9［形］大根などが萎えて歯ざわりがゴムのようになった状態。
しぃぴにうふに（萎えた大根)。
しいぶいsIbui［動］しぼる。強くねじったりして含まれた水分を出す。⑳んみちいん
い～（濡れた着物をしぼる)。
しいぶいがらsIbui9ara［名］しぼり殻。しぼった後残こる殻･ぶ￣じぃぬ～（砂糖
黍のしぼり殻)。
しいぶしいぶsIpusIpu（擬態）じとじと。じめじめ。着物などが濡れそぼつ様。
しいぶたいsfputai［動］濡れそぼつ。じめじめする。⑳ちいんい～（着物が濡れそぼ
つ)。
しいぶたいあみsIputaiami［名］だらだらと降り続く雨。じめじめした湿っぽい雨。
しいぶたいかんsfputaikaO［形］濡れそぼった状態。じめじめした状態。湿っぽい。⑬
ながあみや－～（長雨は湿っぽい)。
しいぶたいじぃんsrputaidzlU［名］濡れそぼった衣服。湿った衣服。⑳～ぬんぎ（湿
れそぼった衣服を脱げ)。
しいぶたらslputara［名］不潔な者。風呂に入らず、体をきれいにしない者。
じぃぶるdzIburu［名］つむじ。頭髪でうずを巻いたような状態になった所。た￣ちぃ
～（二つつむじ）の人は気性の荒いと言われている。
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じぃぶんdzlbu9［名］時分・日刻。頃。あしぬ～（朝食の時刻）しいかま～（仕事の時
刻）にゅ－～（就寝の時刻)。
しいまｓIma［名］島。島や集落のこと。⑳～ぬみ_らいい（島が見える)。っぶあが
しいま－人じゃ（君の郷里はどこだ)。
しいまｓIma［名］相撲。土俵の中で二人が力やわざによって勝負を決める競技。うちい
な_じぃま（沖縄相撲）みや－くじいま（宮古相撲）⑳～うとうい（相撲をと
る)。
しいまいsImai［動］縛る。結ぶ。束ねる。紐などで一まとめにしたり、紐と紐とを連
結したりする。⑳んなひ_たむぬ－－（綱で薪を束ねる)。いとうといとう－
～（糸と糸を結ぶ)。
しいまいかたsImaikata［名］結び方。縛り方。束ね方。⑳ね〈たいぬ～うなら－
しぃ（ネクタイの結び方を教える)。
しいまぐにsIma9uni［名］島国。四面が海に囲まれた国。⑳にほんな～（日本は島国
だ)。
しいまぐに〈んじよ－sma9unikund5o：［名］（新）島国根性･よそ者を受けつけず、視
野が狭く他人の足を引っぱりたがる島質。
しいましぃsImasl［動］澄ます。濁り、曇り、雑音などを除き、すっきりした状態にす
る。⑳みつじゅ～（水を澄ます)。
しいまじぃ－slmadzfX（地）島尻。宮古本島の北部に位置する集落。
しいまとうりやsImaturja［名］相撲取り。相撲の上手な者。⑬かいがいあ－～
（彼のお父さんは相撲取りだ)。
しいまなかslmanaka［名］島中。島の中心部。
しいまぬむぬsImanumunu［連語］島の物。島内産。在来種。
しいまばきsimabaki［名］島分け。分村。昔、人口が多くなるとよその土地に移住させ
ることがあった。しいまぱきぬあ_ぐ（島分けの歌)。
しいまびとうsImabitu［名］島の人。同郷の者。ひとうじいまぴとう（異郷の者）の対。
しいまふうさ0ﾉやslmafusarja［名］集落を守る祭り。集落の入り口に豚の骨をつけた
縄を張る。
しいまふうちぃsImafutsf［名］島口。郷里の言葉。しいまうちいとも言う．③しいま
ふうっちゅあい（郷里の言葉を話す)。
しいまま－いｓｉ[,namavi［名］島めぐり。島をあちらこちＷてまわること。
じぃまみdzfmami（植）落花生。地面の中で熟する豆。
しいまみぐいslmami9ui［名］島めぐり。
しいみｓｌｍｉ［名］墨。上質の媒をにかわ汁で溶かしたもの。
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しいみｓｌｍｉ［名］炭。木を燃やして残ったもの。たんとも言う。
しいみぃslmii［動］（手などを）洗う。手足や顔などを洗う。⑳てい_ゆ～（手を
洗う)。
しいみいslmii［助動］させる。使役の助動詞。動詞の未然形につく。⑬うつとうん
じぃ_ゆかか～（弟に字を書かせる)。
じぃみぎかんdzImi9ikaD［形］（容姿などが）立派である。恰好いい｡⑭かいにしや
いや～（あの若者は恰好いい)。
じいみじぃdzlmidzI［名］みみず。地中にすむ細長い下等動物。釣りのえさにする。
しいみちいぶsImitsIbu［名］墨壼。大工道具の一つで墨を入れていて線を引く糸をひた
すのに用いる。
しいみな－slminax［名］墨縄。墨糸。
じぃみんdzlmiU［名］傷跡。こめかみ辺りにできた円状の傷跡。頭にできる傷跡にはふ
ていと言う。
しいむｓｌｍｕ［名］下。下の方。
しいむじゃslmud5a［名］下座。
しいむじぃsImudzI（地）下地。宮古本島の南部に位置する所。下地町。
しいむちぃちぃslmutsftsl［名］霜月。十一月のこと。
じいりうていいdzlriutii［動］ずり落ちる。ズボンなどがずれて下に下がる。
しいりきぎや－しぃsIriki9jaxsI［動］播鉢などですってかき回す。
しいりきじぃslrikidzr［動］擦り傷。何かにこすって出来たちょっとした傷。⑳しいり
きつじゆちゆふうう（擦り傷を作る)。
しいり<んsfriku9［動］擦り込む。こすって中へ入れる。⑪ぬいぐすいゆ～（塗り
薬を擦り込む)。
しいるｓｆｒｕ［名］汁。物体の中にある液体や食品用の液体。⑪ふうにゅ－ぬ～（ミカン
の汁)。しいる－ぬん（おつゆを飲む)。
しいるぎなsIru9ina［名］汁杓子。おたま。味噌汁などをすくうまるい杓子。ご飯を入
れるのに用いる杓子は、みしいぎなと言う。
しいるしぃslrusf［名］印。他の物と区別するためにつけるもの。⑳しいるつすちぃ
きい（印をつける)。
しいるなびsIrunabi［名］汁鍋。おつゆをつくるための器具。
しいるまかいsIrumakai［名］汁を入れる椀。おつゆなどを入れるための用器。
しいんSID［名］学問。⑳～ぬならう（学問を習う)。
しいんSID［動］死ぬ。体のすべての機能が働かなくなる。⑳にんぎんなん－な～
どうしぃ（人間は皆死ぬ)。
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しいんSID［動］澄む。濁りや曇りがなくなって清くなる。⑳みじいぬ～（水が澄む)。
－しいん－s'９［接尾］寸。長さの単位。いつしいん（一寸）にしいん（三寸）さ
んじいん（三寸）よんしいん（四寸）ごしいん（五寸）ろ〈しいん（六寸）な
なしいん（七寸）はっしいん（八寸）きゅ－しいん（九寸）じっしいん（十寸)。
しいんがたsI99ata［名］瀕死。今にも死にそうなこと。
しいんかんsIUka9［形］しみて痛い。⑳きじぃぬ～（傷がしみて痛い)。
しいんつしやsinJJa［名］学問の出来る人。学問のある人。勉強の出来る人。⑬しん
し－や～（先生は学問のある人だ)。
しいんなslnna（植）ネギ。においの強い細長い葉の野菜。しいんまとも言う。
しいんならいsInnarai［名］学問。学校などで先生から段階的に知識を習得すること。
しいんぱきや－０ノslmbakjaxri［名］死に別れ。相手の人が死に永久に会えなくなること。
しいんぱきや－りいslmbakjaxrii［動］死に別れる。相手が死んで永久に会えなくなる。
⑳うやとう～（親と死に別れる)。
しいんぱたらsiimbatara［名］死にぞこない。死にそこなうこと。
しいんはていいslnhatii［動］死に果てる。全部のものが死ぬ。また死に絶える。
しいんびとうslmbitu［名］死人。体の機能が止った人。
しいんふうちぃsInfutsl［名］死口。無手法で死をも恐れぬこと。⑳しっんふうつちゆ
まいつさん（無手法で死ぬことも知らない)。
しいんまsfmma（植）ねぎ。しいんなとも言う。
しいんま－びsrmmaxbi［名］死に真似。死んだふり。⑳しいんま_びゅ_あしぃ（死
んだふりをする)。
しゆ－Ｊｕｘ［名］おじいさん。父母の父のこと。しゅ_とうあんな（おじいさんとおば
あさん)。
じゆ_d5ux［名］尾。動物の尻から細長く伸びたもの。⑳～ぬういい（尾が生える)。
じゆ－じゆくいd5uxd5ijukui［名］十時頃の休み時間。～ぬちゃうき（十時休みの食べ
物)。
しゆくいんJukuiO［名］（新）職員。学校や官庁などで働くん
しゅくいんしちぃJukuinJitsl［名］（新）職員室。学校で先生の控える部屋。
しゆくぶんJukubuO［名］職分。当然やるべき仕事。
しゅＵＪｕｒｉ（地）首里。
じゆりd5uri［名］娼婦。
しゆわＪｕｗａ［名］心配。嘆き。⑭～うあしぃ（心配をする)。
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す
すいＳｕｉ［名］添え。加えること。
すいＳｕｉ［動］反る。平らな物が弓状に曲がる。⑳どう_ぬすりかいい（体が反り
かえる)。
すいＳｕｉ［動］剃る。髭や髪の毛を切る。⑳ひぎゅ－～（髭を剃る)。あかう～（髪
を切る)。
すいあとうsuiatu［名］剃り跡。かみそりで髭などを切った跡。
すいいｓｕｉｉ［動］添える。加える。補助的なものをそばに加える。⑳てぃがみんかい
しゃしんぬ～（手紙に写真を添える)。
すいど一suidox（地）添道。西原の南に位置する集落名。
す－ｓu：［名］潮。満ちたり引いたりする海の水のこと。⑳～ゆんん（潮を汲む)。
す－んちぃ（満潮）す_ひ_（干潮)。
す－ｓｕｘ［名］野菜。畑などで作る副食用の植物。あいず－（和えた野菜)。す－ぬんつ
しぃ－（野菜の味噌汁)。⑳～ゆにい（野菜を煮る)。
すうｓｕｕ［動］添う。沿う。基準になるものから離れずにいる。またすでにあるものに
別のものが加わる。⑭ましいぎたんかいすいあいちい（石垣に沿って歩く)。
す－ちゆふう－suxtJufux［名］野菜造り。⑬～やむちいかしいかん（野菜造りは難し
い)。
す－ばたきsuxbataki［名］野菜畑。普通畑ははいと言う。
す－ひ－suxcix［名］干潮。引潮で海水が少なくなること。
す－んちぃsuXntsI［名］満潮。潮が満ち海水が多くなること。す_ひ_の対。
す－ん－suxlJx［名］潮汲み。ざにちぃぬ～（三月三日の潮汲み)。
すがいsu9ai［動］着飾る。外出のため衣服を着る。
すからsukara［名］すね。足の膝から足首までのこと。⑳～うきい（すねを蹴る)。
すからぶにsukarabuni［名］すねの骨。膝から足首までの骨。⑳～ぬぶりい（すねの
骨が折れる)。
すからかんsukaraka9［形］塩辛い。塩けが強くて舌を刺すような味の状態。⑳ま_
す－～（塩は塩辛い)。
すぐｓｕｋｕ［名］底。低くなった－番下の部分。か_ずく（川底）たにずく（谷底）
いんずく（海底)。
すぐ－suku：［名］帯。着物の上から腰に巻いて結ぶ細長い布。⑳～ゆまふう（帯を
巻く)。
すぐちぃなsukutslna［名］大事に扱わないこと。⑳うやうすくちぃな_あしぃ
（親を大事に扱わない)。
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すぐなしsukunaJi［名］（新）底無し。どこまで深いか分からない程深いこと。
すだちぃsudatsl［動］育つ。大きく成長する。⑳つふあい～（子供が育つ)。
すだてぃsudati［名］育て。大きく成長するようにすること。っふぁ～（子育て)。
すだていいsudatii［動］育てる。大きく成長するまで面倒を見る。⑳つふあう～（子
供を育てる)。
すでぃｓｕｄｉ［名］袖。衣服の両腕をおおう部分。なが～（長袖）まる～（短い袖)。
すていちぃsutitsI（植）蘇鉄。幹が太く、その表面は網の目のような常緑樹。っとう
ちいとも言う。赤い実が成り、その実は食べられる。
すでいふうちぃsudifutsl［名］袖口。袖の手首を通す部分。
すいUsunuri（地）西原の南約一キロメートルの所にある坂になった場所。
すばｓｕｂａ［名］蕎麦。
すふううsufuu［動］掬う。土地の表面を薄くけずるように掬い取る。
すまいsumai［動］（色が）染まる。しみ込んでその色がつく。⑳あかいるぬ～（赤
い色が染まる)。
すまりやsumarja［名］染まった者。ある物事に熱中したり異性に惚れ込んだ者。
すみいsumii［動］染める。色をしみ込ませてつくようにする。⑳あかうっふうふう
～（髪を黒く染めるた
すみちいきsumitsIki［名］染め付け。色をしみ込ませてつくようにすること。⑬いるぬ
すみちいきや_じかんぬどうかかい（色の染め付けは時間がかかる)。
すみちぃきいsumitsrkii［動］染め付ける。⑳あいゆちいんかい～（藍を着物に染
め付ける)。
すみなうしぃsuminausf［名］染め直し。色が変わるように染め返えすこと。
すみなうしぃsuminausl［動］染め直す。色が変わるように染め返えす。⑳あかから
つすんかい～（赤から白へ染め直す)。
すみばきsumibaki［名］染め分け。色をつけてそれぞれ区別すること。
すみばきいsumibakii［動］染め分ける。⑳ちいんいまいとうていぴゅ－－（着
物の前と後ろを染め分ける)。
すみむぬsumimunu［名］染め物。布などに色をしみ込ませ付けること。またその織物。
⑳すみむぬ_かう（染め物を買う几
すらsurａ［名］天辺。一番高い所やさきの所。き－ぬすら（木梢）や_ぬすら（家の
頂上)。
すらしいsurasl［動］（新）逸らす。まとをはずしたり目を離すようにする。⑳つふあ
からみ_ゆ～（子供から目を逸らす)。
すりかいいsurikaii［動］反り返える。体を後ろの方に反らせる。
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するいsurui［名］揃った物。ひとうするい（一揃い)。
するいいsuruii［動］揃える。欠けたものが無いようにする。⑱きゃうだいゆん￣な
～（兄弟を皆揃える)。
するうsuruu［動］揃う。欠けたものが無いようにする。⑳しゆむちぃぬん￣な～
（本が全巻揃う)。
するばんsurubaD［名］算盤。四つ玉の計算用具。⑳～ぬはじいちぃ（算盤をはじく）。
すんｓｕＵ［名］損。売買などでお金が残らなかったり出費が多かったりすること。⑳あ
ちいないやひ_～ぬあしぃ（商売で損をする)。
すんｓｕＯ［動］染む゜色などがしみ込んで付くようになる。⑳いるい～（色が染む)。
ちぃきむぬい～（漬物が染む)。
せ
ぜいｄｚｅｉ［名］（新）税。税金。⑳～ゆはらう（税金を払う)･
ぜいきんdzeiki9［名］（新）税金。⑳～ぬいだしぃ（税金を出す)。
せいこ－Seiko:［名］（新）①成功②屋号の一つ。せいこ￣や￣とも言う。
せし､こ－や－seikoXjax［名］屋号の一つ。南支部に属する。
せめんseme9［名］（新）セメント。建築などで利用する石灰質の粉｡⑳～ぬたりい
（セメントをこれる)。
せめんが一らseme99axra［名］（新）セメン瓦。あかが￣ら（赤瓦）の対。セメントで
つくった灰色の瓦。
せめんが一らや－semeO9azraja：［名］（新）セメント瓦屋根の家。あかが－らや￣の対･
せんきよsenkjo［名］（新）選挙。何かの任に当たる人を条件の中から選び出すこと。
⑳～ひ_いらう（選挙で選ぶ)。
せんちよ－sentJox［名］（新）船長。航海中の全ての指揮をする人。
そ
－そ－－SOx［接尾］（新）艘。船を数える助数詞。いっそ￣（￣艘）にそ￣（二艘）
さんそ＿（三艘）よんそ_（四艘）ごそ￣（五艘）ろくそ￣（六艘）ななそ￣
（七艘)。
－じよ－－d5ox［接尾］上。上等。
じよ－ｄ５ｏｘ［感］さあ。勧誘する時用いる。⑳～いかでぃ（さあ、行こう)。
しよ－がJoX9a［名］（新）生姜。畑に作る多年草。辛みが強い。
そ－かいsoxkai［名］（新）総会。議案を話し合うための成員全体によって開かれる会合。
じよ－ぐd5ox9u［名］漏斗。
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じよ－ぐd5ox9u［名］上戸。①特定のものを好む人。②名詞について複合語をつくる。
ざきじょ－ぐ（酒好き)。
しよ－こ』o:ｋｏ［名］証拠。事実を明らかにする根拠となるもの。⑳しよ－こ－みし
い（証拠を見せる)。
そ－しきsoxJiki［名］（新）葬式。死者を葬る式のこと。⑳～んなっふうふう〈－
どうちいい（葬式には黒い服を着る)。
そ－そ－soXsox［副］（新）早々。早く。急ぐ様子。⑳ふう_～はい（来る早々帰
る)。
しよじよ』od5o［名］未婚の女性。
じよ－でいきd5oKdiki［名］上出来。出来ばえが良いこと。
じよ－とう－d5oxtux［名］（新）上等。優れていい様子。⑳～ぬむぬ_かう（上等
のものを買う)。
そ－ど－soxdox［名］（新）騒動。人々が騒いで秩序が乱れること。⑳～ゆうぐしい
（騒動を起こす)。
そ－と－ぬsoxtomu［連体］（新）相当の。大した・程度が普通よりはなはだしい様子。そ－
と－ぬできや_（相当のでき物)。
じよ－の一d5oxnoX［名］上納。納税。政府などに決められた物を納めること。
じよ－の－むぬd5oxnoxmunu［名］上納物。政府などに納めるように決められた物。⑯）
じよ－の－むぬ－うさみい（上納物を納める)。
そ－ばsoxba［名］相場。市場における物品の取引価格。
じよ－ふうd5oxfu［名］上布。麻布。
しよ－ぶJoxbu［名］（新）勝負。勝ち負けを争うこと。⑪しよ_ぶ－あしぃ（勝負を
する)。
しよ－べ－JoxbeX［名］（屋号）屋号の一つ。西支部に属する。
そんSOD［名］（新）村。むら。いなか。町よりも小さい地方自治体。
そんちよ－sontJox［名］村長。地方公共団体である村の長。
た
た－ｔａｘ［名］田。田んぼ゜稲などを植えるために浅く水を入れた耕地。つきかだ_
（白河田。宮古本島東側の田んぼ地域)。
た－ｔａｘ［名］二。－の次の数。てい_（－つ）た_（二つ）み－（三つ）ゆ－
（四つ）いちい（五つ）む－（六つ）なな（七つ）や－（八つ）〈〈（九
つ）とう－（十）と数える時に使う。
た－ｔａｘ［代］誰。なんという人か分からない人を指す言葉。たるとも言う。⑳た－が
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どううい（誰がいるか)。
－た－tａ［接尾］方。辺。そことその付近。かまた（あちらの方）〈また（こちらの
方）うまた（そちらの方ルーなぎとも言う。
－た－－tax［接尾］人の複数を示す。ふうた_（二人）ゆた_（四人）と数える時
用いる。ただし、たうきゃ－（－人）みちゃ－（三人）いちいぬひとう（五人）
むゆぬひとう（六人）ななぬひとう（七人）や－ぬひとう（八人）くぐいひとう
（九人）とう－ぬひとう（十人）と数える。
た－いびtaXibi［名］田植え。田植えの時期。
た－いびじいぶんtaXibidzlbuO［名］田植え時分。稲を植える時期。
だ－うｄａｘｕ［名］道具。物や仕事を速く上手に行なうために用いる器具。⑳～ゆちい
かう（道具を使う)。さやふう～（大工道具）いうちぃ_～（釣り道具)。
た－しぃtaxsl［動］費やす。消費する。浪費する。金や精力などを必要以上に使う。⑪
でいんい～（金を浪費する)。
た－ちぃｔａ:tsI［名］二つ。一つの次の数。てぃ_ちぃ（－つ）た－ちぃ（二つ）
み－ちぃ（三つ）ゆ－ちぃ（四つ）いちいちぃ（五つ）と数える時用いる。
た－ちぃぱいtaxtslbai［名］二つ割り。物などを二つに分けること。＠か一つす～
ひ－ふうた_いんかいふいい（菓子を二つ割りにして二人に与える)。
た－ひtaZ9i［助］まで。動作、作用の及ぶ限界を表わす。⑭くま～〈－（ここまで来
い)。人にはがみを用いる。⑪しんし－がみみまうがふうう（先生まで見舞いに来
る)。
た－ま－らtamaxra（昆）トンボの一種。大型で緑色のトンボ。
た一らｔａ:ｒａ［名］俵。わらなどで編んで作り米などを入れる袋。⑳～うあん（俵を編
む)。まいだ_ら（米俵）しいみだ－ら（炭俵)。
た－ん－ｔa:0ｘ［名］田芋。水田に作る芋。今は作っていなし､･
たいｔａｉ［助動］た。過去、完了の助動詞。連用形に接続する。⑬んぬどうかちいたい
（昨日書いた)。
だいｄａｉ［名］代。値段。あるものを買ったり利用したりするのに必要なお金。ぱしい
～（バス代)。ふあうむぬ～（食べ物代）しいなむい～（品物代）さか～（酒代)。
⑳～ゆはらう（代を払う）。
だし、ｄａｉ［名］台。人が乗って適当な高さにするもの。⑳～んたち＿はなつすあ
しぃ（台に立って話をする)。
だし’ｄａｉ［名］題。作品の内容を読み手に伝えるための名前。⑳っぶあがさくぶんぬ
～やなうばいが（君の作文の題は何か)。
たいいｔａｉｉ［動］絶える。続いて来た動作。作用などが終わりになる。⑳でんと＿ぬ
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～（伝統が絶える)。
たいがいtai9ai［名］大概。大部分のものがそうであること。⑳～ぬひとうんみや_
う_がいどうしぃ（大概の人々は泳げる)。
たし､かくtaikaku［名］（新）体格。発育状態から見た体のかっこう。⑭かりや－～ぬ
どうじやうかい（彼は体格がいい)。
たいくtaiku［名］太鼓。胴の両面に皮を張り、ばちで打って鳴らす楽器。う-だいく
（大太鼓）〈だいく（小太鼓)。⑪たいく-つたちぃ（太鼓を打つ)。
たし､じtaid5i［名］（新）退治。害を与える者を殺してなくなるようにする。たいじあ
しぃ（退治する)。
だいじぃdaidzI［名］大事。大変。慎重に考えることを必要とする重大な事。だいじぃ
なくとう（大事な事)。⑳かいが〈-だが－～（彼が来ないと大変だ)。
だいじぃなdaidzIna［連体］大変な。そのものにとって重大な事件である様子。－t'ぬ
（大変な考え）～ひとう（大変な人）～ゆいなか（大変な世の中)。
だし､だまdaidama［名］ダイナマイト。密漁の時用いる。
だし､ばんdaiba9［名］①カツオの大きいもの。②屋号の一つ。南支部に属する。
たいまちぃtaimatsl［名］松明。松、竹などを束ねて燃やし照明用にしたもの。⑳たい
まつちゅちぃきい（松明をつける)。
だいみよ－daimjoX［名］（新）大名。広い領地を持っていた武士。
たいわんtaiwaO（地）台湾。与那国の南西に位置する島。
たいわん(王一taiwamboX［名］台湾坊。髪が丸く固まって抜ける病気。
たいんちぃtaintsI［名］嫉妬。むらむらっとしたねたみの気持ち。
たいんちぃtaintsr［動］嫉妬する。むらむらとしてねたむ。⑳ひとぅ-－（人を嫉妬
する)。
たうｔａｕ［動］たぐる。両手を交互に動かして、手元へ繰り寄せる。⑳かびとういぬ
な－ゆ～（凧の糸をたぐる)。
たうきや－taukjax［名］－人。人が一名のこと。たうきゃ_（－人）ふうた－（二
人）みちゃ－（三人）ゆた－（四人）と数える。
たうきや－あいちぃtaukja:aitsI［名］一人歩き。一人で歩きまわること。⑭たうきゃ－
あいつちやだいじぃど－（一人歩きは危険だぞ)。
たうきや－ぐらしいtaukja:gurasI［名］独り暮し。単数で生活すること。⑳たうきゃ－
ぐらつきさびしいかん（独り暮しは寂しい)。
たうきゃ－な－taukjamaX［名］一人ずつ。ひとりひとり。⑭～はいり－〈－（－
人ずつ入って来い)。
たうきゃ－びきどうんっふぁtaukjaxbikidunffa［名］一人息子。たった－人の男の子供。
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たうきゃ－みどうんっふぁtaukjaxmidunffa［名］一人娘。たった一人の女の子供。
たうきゃ－むぬtaukjaxmunu［名］独身者。結婚していない者。
たうきゃ－むぬいtaukjaxmunui［名］独り言。相手もいないのに自分だけで物を言うこ
と。⑳～ぬあしぃ（独り言を言う）。
たうしぃtausI［動］立っていたものを地面につくように横にする。⑳き_ゆ～（木
を倒す)。
たうしんぱいtauJimbai［名］おたふく風邪。両側の耳下腺のはれで顔がふくれて見え
る病気。あんまかうやく（膏薬）をはると治る。
たうとうtautu［感］尊。感謝・畏敬の念を表わす時に用いる語。たうとうがなしい
（尊、神様)。
たうふうtaufu［名］豆腐。ダイズをつぶして煮て固まらせた食品。⑭たうふう－に
い（豆腐を煮る)。
たうふうかしぃtaufukasl［名］豆腐かす。豆腐をしぼったから。うのはな。おから･
おかずにして食べる。
たうふうちゃんぶる－taufutJampuruX［名］豆腐に野菜などを混ぜ合わせて油でいため
た食べ物。
たうふうなびtaufunabi［名］豆腐を作ったり売る時に用いる大鍋。
たうふうばくtaufubaku［名］豆腐箱･豆腐を入れて型を作る箱。⑭～ひ￣たうふう
ぬかたうちゆふうう（豆腐箱で豆腐の型を作る)。
たうふうゆ－taufujux［名］豆腐湯。豆腐の作りたての軟かいもの。
たうりいtaurii［動］倒れる。立っていたものが地面につくように横になる。⑬ない
ひ_き_ぬ～（地震で木が倒れる)。
たかｔａｋａ［名］（鳥）鷹。大形の猛鳥。ワシタカ科に属する。ちい人み－だか（目が黄
色い鷹）たりかしいだか（目が灰色のもの)。
たか－たかtakaxtaka［副］高々と。普通より高度が多い様子。⑳～とうう（高々と飛
ぶ)。
たがいんta9aiD［副］（新）互いに・関係ある二つ以上のものがある点で同じである状
態。⑳～ふみあう（互いにほめ合う)。
たかかんtakaka9［形］高い。普通より高度が上である状態。たかぎ￣（高い木）た
かだい（高価)。⑳かいやま－～（あの山は高い)。
たかぎ－taka9ix［名］高い木。普通より木梢が地上から離れている木。⑳～ぬどうう
い_うい（高い木が植えている)。ぴだぎ－（低い木）の対。
たかく゛らtaka9ura［名］高倉。穀物を入れておく倉。
たかさtakasa［名］大切にもてなすこと。⑭～ひ－や_んかいはらしぃ（大切にも
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てなして家に帰す)。
たかさtakasa［名］高さ。高度の程度のこと。⑳～うはかい（高さをはかる)。
たかだいtakadai［名］高価。値段が普通より多いこと。⑳<いちいんな～にと
着物は高価だ)。
たかだし、takadai［名］高台。よっと高度な台地。⑭～んかいぬ_リーみい（高台
に上って見る)。
たかだし､むねtakadaimunu［名］高価な物。⑳たかだいむい－ぎゃ－かうな（高価な
物は買うな)。
たかでいま－takadimaX［名］高い賃金。⑯～ゆやとういにんかいはらう（高い賃
金を雇人に払う)。
たかどうぐなtakadukuna［名］高い所。高所。
たかとうびtakatubi［名］高跳び。走り高跳びのこと。
たかなんtakana9［名］高波。普通より高い波。⑳～いふうう（高波が来る)･
たかばなtakabana［名］高鼻。普通より伸びた鼻。⑳～ぬどうましぃ（高い鼻がい
い)。
たかびとうtakabitu［名］高い人。普通より身長が多い人。⑬かぬひとう－～（あ
の人は高い人だ)。
たかましぃtakamasl［動］高める。高くする。⑪人たういり－～（土を入れて高く
する)。
たかまいtakamai［動］高まる。普通よりＭのが多くなる。⑭きむちぬ～（気持ち
が高まる)。
たかまつふあtakamaffa［名］高枕。普通より厚みのある枕。⑬たかまつふぁ－
ふうつじゅどうやましい（高い枕は首を痛める)。
たかみいtakamii［動］高める。高くする。⑳たかとうぴいば-ゆ～（高跳びの
バーを高くする)。
たかむぬtakamunu［名］高もの。⑳～ぬどうましぃ（高ものがいい)。
たかやまtakajama［名］高山。高い山。⑳～んかいぬ_い（高い山に登る)。
たからtakara［名］宝。金銀などのように珍しい価値のある品物。⑳～うとうみい
（宝を探す)。
たからじぃまtakaradzlma［名］宝島。宝のある島。
たからむぬtakaramunu［名］宝物。大事な物。
たかりしtakariJi［名］高利子。高利。
たかんまりtakammari［名］高生まれ。背の高い人。
たきｔａｋｉ（植）竹。イネ科の常緑多年草。いうちぃ_だき（魚釣り用の竹）むいふしぃ
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だき（もの干し用の竹)。
たきｔａｋｉ［名］丈。背丈。身長。②たきゅ－はかい（背丈をはかる)。
たきｔａｋｉ［名］（新）滝。高い涯から流れ落ちる水流。
だきｄａｋｉ［助］だけ。限度。程度を表わす。⑳っぶぁだきんふい_でぃ（君だけに与
えよう)。
だきあ－しぃdakia:ｓｌ［動］抱き合わす。二つのものを組み合わせて－つにする。⑪
き－とうき－ゆ～（木と木を抱き合わす)。
だきあうdakiau［動］抱き合う。互いに体をかかえ合う。⑱だきあいーなちぃ（抱き
合って泣く）。
たきかぐtakika9u［名］竹籠・竹で編んだ入れ物。
だき〈んdakikuD［動］（新）抱き込む。腕をまわしてかかえる。
たきちいきtakitsIki［名］炊きつけ。炊きつけること。
たきちぃきいtakitslkii［動］炊きつける。火をつけて燃やし始める。⑳うまつちゅ～
（火を炊きつける)。
たきちいぶtakitslbu［名］滝壷。滝の水が落ちてくぼんだ所。⑳～んう_じぃ（滝壷
で泳ぐ)。
たきい－いtakinuxi［名］滝登り。滝を鯉などが登ること。
たきばうちぃtakibautsI［名］竹箒。竹で出来た箒。
たきびらtakibira［名］竹箆。竹で作った篦。
たきふうじぃtakifudzI［名］竹釘。竹で出来た釘。かにふうじぃ（鉄釘）の対。舟など錆を
ふせぐものに使う。
たきやまtakijama［名］竹山。竹がたくさん生えた所。⑪～んかいはい（竹山に入る)。
たきやりtakijari［名］（新）竹槍。竹で出来た槍。⑳～ひ－ちいちい（竹槍で突く)。
たくｔａｋｕ［名］蛸。八本の足をもつ軟体動物。⑳たく－ゆでいい（蛸をゆでる)。
たく゛ｔａ９ｕ［名］担桶。桶。水などを入れて運んだりするもの。みじい～（水桶）し－
る～（水肥桶)。⑳たく゛_かたん（桶を担う)。
たくうtakuu［動］布団などを畳む。⑳ふうとうんぬ～（布団を畳む)。
たくちいぶtakutslbu［名］蛸壷。蛸をとらえる壷。
たしぃｔａｓｌ［動］足す。加える。⑪みつじゅ～（水を加える)。
だしぃｄａｓＩ［名］だし。煮だし。だし汁。⑪だつすいりい（だしを入れる)。
たしぃかいtaslkai［動］助かる。危険などからのがれる。⑭う－つふい－うたいすが
～（溺れていたが助かる)。
たしかなtaJikana［連体］（新）確かな。間違いなく、しっかりしている状態。たしか
なくとう（確かな事）たしかなむぬ（確かなもの)。
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たしかみいtaJikamii［動］（新）確かめる。あいまいな点をはっきりさせる。⑭まちが
いゆ～（間違いを確かめる)。
たしかんtaJikaO［副］（新）確かに。絶対とは言えないが、ほぼ間違いない状態。⑳～
ふう_がまた（確かに来るべきだ)。
たしいきtaslki［名］助け。救助。援助。⑪っぶぁがたしいきゅ－うきでぃ（君の
助けを受けよう)。
たしいきいtasrkii［動］助ける。援助する。危険などからのがれさせる。⑳ひとぅ_
～（人を助ける)。
たしいきぶんにがいtasIkibunni9ai［名］健康快復願い。病人のいる家が行なう。
たじぃなtadzIna［名］手綱。馬のくつわにつけて手に持つ綱。⑪～うちいきい（手
綱をつける)。
たじいにいtadzinii［動］（新）訪問する。
たじいにびとうtadzInibitu［名］（新）尋ね人。居所が分からずさがされている人。
ただｔａｄａ［名］只。代金のいらないこと。⑬～ひ_はたらちぃ（只で働く)。～ぬ
ひとぅ（只の人）
ただｔａｄａ［副］只。もっぱら。そのことだけ。⑪～なふうばか－いひ－なうまい
あつじやん（只泣くばかりで何も言わない)。
たたかいtatakai［名］戦い。戦うこと。勝負。⑭～ゆうぐしぃ（戦いを起こす)。
たたかうtatakau［動］戦う。相手を負かそうとして争う。⑳やりひ－～（槍で戦う)。
たたき<んtatakikuU［動］たたき込む。
ただしいtadasI［動］正す。間違っていることを直す。⑭うぐないゆ～（行ないを正
す)。
ただばたらちぃtadabataratsl［名］ただ働き。無償で労働力を出すこと。⑳ただばた
らっちゅあしぃ（ただ働きをする)。
たたみtatami［名］畳。藺草のござで作った敷物。⑳たたみゅ_しいちい（畳を敷
く)。
たたみや－tatamija:［名］畳屋。畳を作るところ。
ただりいtadarii［動］ただれる。
たたんtataD［動］畳む゜折り返してかさねる。⑰ちいんい～（衣服を畳む)。
たちtatJi［名］（新）太刀。長い刀のこと。
たちあいtatJiai［名］立合い。立ち合うこと。⑪～ゆあしぃ（立合いをする)。たち
あいにん（立合い人)。
たちあうtatJiau［動］立合う。証人などとしてその場に出る。⑳あちいないどうぐなん
～（商売場に立合う)。
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たちぎtatJi9i［名］（新）立木。地上に生えている樹木。
たちしいくんtatJisIkuU［動］立ちすくむ。恐ろしさなどで立ったまま動けなくなる。
⑪あかっちゅみ－～（血を見て立ちすくむ)。
たちどうまいtatJidumai［動］立ち止まる。歩くのをやめて止まる。⑳んちぃなかん
～（途中で立ち止まる)。
たちなういtatJinaui［動］立ち直る。倒れそうになっていたが、再びしっかりと立つ。
たちぱtatJiba［名］（新）立場。立っている所やその人が占めている位置。⑳ばがた
ちぱうかんがいる（私の立場を考えろ)。
たちぱなしぃtatJibanasl［名］立ち話。立ったまま話をすること。⑳たちばなつすあ
しぃ（立ち話をする)。
たちむかうtatJimukau［動］（新）立ち向かう。正面に向かって立つ。
たちぃtatsI［動］立つ。
だちぃdatsl［動］抱く。
たちぃtatsI［名］辰。十二支の一つ。たちぃどうしいんまり（辰年生まれ)。
たちいう－じぃtatsIuxdzl［名］立泳ぎ。体をたてたまま主に足を使って泳ぐこと。⑳
～ひ_う_じぃ（立泳ぎで泳ぐ)。
たちいがUtatsI9ari［名］立枯れ。草木が立ったまま枯れること。
たちいきいtatsIkii［動］焚きつける。燃やすための火をつける。⑭たむぬんかい～
（薪に焚きつける)。
たちいしいぐとうtatsfsl9utu［名］立ち仕事。立ってする仕事。⑪たちいしいぐとう_
<－かん（立ち仕事はきつい)。
たちぃなUtatslnari［名］立ち慣れ。立つことに慣れていること。
たちぃふうさがいtatsIfusa9ai［動］立ちふさがる。
たちいふうんぱいtatsIfumbai［動］立ちふんばる。
たちぃゆんtatslju9［名］立ち読み。立ちながら読むこと。⑳ふんや－ん～ぬあ
しぃ（本屋で立ち読みをする)。
たちいみ－tatslmix［名］立ち見。立ったままで見ること。⑳～やひ_〈_かん
（立ち見をしてきつい)。
だつきよ－dakkjo：［名］ニンニクに似た畑で出来る多年草。甘酢などにつけて食べる。
たつじぃtaddzl［動］たぎる。沸きあがる。⑳ゆ_ぬ～（湯がたぎる)。
たてぃｔａｔｉ［名］縦。上から下への方向。ゆく（横）の対。⑳～んならう（縦に並ぶ)。
たていいtatii［動］立てる。建てる。
たていいとうtatiitu［名］縦糸。縦の方向に通っている糸。ゆくいとう（横糸）の対。
たていかいいtatikaii［動］立て替える。返してもらう約束で、当人に代わってお金を
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払う。⑳うっとうんカコーリーー（弟に代わって立て替える)。
たていがきtati9aki［名］縦書き。行が上から下への順に書かれていること。ゆくがき
（横書き）の対。⑳～ひ_じぃ－ゆかちぃ（縦書きで字を書く)。
たてぃじまtatid5ima［名］縦縞。上から下に向っている縞模様。ゆくじま（横縞）の
対。
たてぃなうしぃtatinausI［動］立直す。⑳や-ゆ～（家を立直す)。
たてぃふうだtatifuda［名］立札。⑭～うたていい（立札を立てる)。
たていましtatimaJi［名］（新）建て増し。今までの建物に加えて建てること。⑳たてい
ましゅ－あしぃ（建て増しをする)。
たてぃゆくtatijuku［名］縦横。縦と横。
たてがみtate9ami［名］（新）調髪の一種。ぱうじぃ（丸坊主）に対し、長髪の一種。
たとういtatui［名］（新）瞼え。たとえること。⑪～ぬどうあたらん（職えがまずい)。
たとういいtatuii［動］（新）職える。ある事柄を分かりやすく説明するため、それと似
た性格のある身辺な物事を例に出す。⑳人むとうわたう～（雲と綿を職える)。
たとういばなしぃtatuibanasl［名］職え話。⑬たとういばなっすちいちい（職え話を
聞く)。
たどういtadui［動］辿る。尋ねながら苦労して目的地まで行く。⑳つふあんっちゅ
やっとうかつとう～（暗い道をやっとで辿る)。
たなｔａｎａ［名］①板。平たい材木。⑪～うぬくじぃ_ひ_ばちぃ（板を鋸で切る)。
②棚。板を横に渡して物を載せるもの。⑳～んかいぬ_しい（棚に載せる)。
たなぱたtanabata［名］（新）七夕。１日七月七日の行事。
たにｔａｎｉ［名］睾丸。男子の生殖腺。精子を産して内分泌を行なう。ふうぐいとも言う。
たにｔａｎｉ［名］谷。両側が山に囲まれて低くなり、細長く一続きになった土地。⑳～ん
かいうりい（谷におりる)。
たにｔａｎｉ［名］種。親の植物と同じになるような小さな粒。ざにとも言う゜⑭たにゅ_
まちぃ（種を蒔く）。
たちが－いtani9axi［名］種変わり。変種。さ'こが－いとも言う。
たにずくtanidzuku［名］谷底。谷の一番深い所。⑬～んかいうとうしぃ（谷底へ落
とす)。
たにとういtanitui［名］種取り。去勢をすること。
たにとうりやtaniturja［名］去勢をする人。ぬ_まい～（馬の去勢をする人)。
たにまちぃtanimatsl［名］種を土地に生えるようにすること。⑳たにまっちゃあみぬ
あとうどうましぃ（種蒔きは雨の後がいい)。
たぬしみtanuJimi［名］（新）楽しみ。楽しむこと。⑳ぱ－ふんゆんぬどう～（ぼ
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<は読書が楽しみだ)。
たぬしんtanuJiO［動］（新）楽しむ。⑳ふんぬゆみ－～（本を読んで楽しむ)。
たいまいむぬtanumaimunu［名］頼まれ物。他人からの預り物や言伝を依頼されること。
⑳たいまいむい＿うぬひとうんかいとうらしい（頼まれ物を例の人に渡たす)。
たぬんtanu9［名］頼み。お願い。⑳っぶあが～ぬちぃかでぃ（君の頼みを聞こう)。
たぬんtanu9［動］頼む。ある事柄を求めて相手にお願いする。⑳ひとうんかいむ
い－～（人に《)のを頼む)。
－たば－ｔａｂａ［接尾］束。束になっているものを数える助数詞。ひとう～（一束）
ふうた～（二束）み～（三束）ゆ～（四束）いちい～（五束）るく～（六束）
なな～（七束）や～（八束）〈〈～（九束）とう～（十束）と数える。
たぱいtabai［動］①くっつく。あるものの部分に接触してへばりつく。⑳どうるぬ
みはなんかい～（泥が顔にくっつく）。②けんかする。とっ組み合う。⑳し－とうぬ
どうたばり－うい（生徒がけんかしている)。
たばくtabaku［名］煙草･火をつけて煙を吸う嗜好品。⑳たばく￣ふうちぃ（煙草を
吹〈(吸う）)。
たぱ<いりtabakuiri［名］煙草入れ。煙草を保管して持ち歩くもの。
たばくぶんtabakubuO［名］煙草盆。煙草を保管するもの。
たぱにtabani［名］束。一まとめにしたもの。⑳うぬたばにゅ－かたみ（その束を
担げ)。
たばにいtabanii［動］束ねる。束にする。ある限られた－まとまりにする。統率する意
味はない。⑬っさう～（草を束ねる)。
たびｔａｂｉ［名］旅。自宅を離れて遠い地へ行くこと。⑬たびゅ－あしぃ（旅をする)。
たびｔａｂｉ［名］足袋。爪先が二つに分かれた布製の履物。⑳たびゆ－んん（足袋を履
く)。
だびｄａｂｉ［名］茶毘。
たびあきやうだtabiakjauda［名］旅商人。旅商いをする人。行商人。
たびあちいないtabiatsInai［名］旅商い。行商。旅をしながら商売をすること。⑪～ゆ
あしぃ（旅商いをする)。
たびしいがたtabislgata［名］旅姿。旅行する時の服装などを整えた恰好。
たびだちぃtabidatsl［名］旅立・門出。旅行に出ること。⑳たびたっちゃいちい（旅
立はいつ？）
たびじいかりtabidzlkari［名］旅疲れ。
たびすがいtabisu9ai［名］旅仕度。旅の準備。⑳～ゆあしぃ（旅仕度をする)。
たびびとうtabibitu［名］旅人。旅行をしている人。
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たびま－いtabimaXi［名］旅回り。ほうぼうを巡業や行商をして歩き回ること。
たびやどうtabijadu［名］旅宿。旅行の途中で泊るところ。
たまｔａｍａ［名］玉。①丸いもの。②匂玉。⑳～うふうじいんかいかきし、（匂玉を
首に掛ける)。③弾丸。⑭～うぐみい（弾を込める)。
たまｔａｍａ［名］分け前。取り分。⑳くりや－つぶぁが～（これは君の取り分だ)。
たまいtamai［名］溜まり。溜まること。溜まった所。
たまいtamai［動］溜まる。一つの所に物が多く残る。⑪みじいぬ～（水が溜まる)。
でいんい～（お金が溜まる)。
たまいみじぃtamaimidzI［名］溜まり水。
だまがいdama9ai［動］懲りる｡前の失敗を悔い、もうやるまいと思う。⑬だまがり￣
いつじゃにゃ_ん（懲りて元気がない)。
だまがらしいdama9arasr［動］懲りさせる。失敗を悔い二度とそうしようと思わなくす
る。
たましぃtamasr［名］魂。肉体に宿り、精神の働きをつかさどるもの。⑳～ぬぬきい
（魂が抜ける)。
だましぃdamasI［動］だます。うそを本当と思い込ませる。しいかしいとも言う。⑳
ひとう_～（人をだます)。
だましうちdamaJiutJi［名］だまし討ち。だまして相手を討つこと。
たましぃぬきtamasInuki［名］魂抜き。魂が肉体から抜け落ちること。
だましやdamatJa［名］だます人。人をよくだます人。しいかしやとも言う。
たましいゆらうtamasljurau［名］魂を呼ぶこと。またその儀式。
たまどう－いtamaduxi［名］ガラス作のランプ。
たまと－tamato：（植）トマト。ナス科の一年草。ビタミンＡ・Ｃが多く含まれたもの。
たまなtamana（植）玉菜。キャベツ。アブラナ科の二年草。⑳～うい_ちぃ（キャ
ベツをいためる)。
たまび－tamabix［名］おはじき。平たいガラス玉。⑪～ひ－あすう（おはじきで遊
ぶ)。
たまび－ぎ－tamabiXgi：（植）サキシマハマポウ。
たまんtamaD（魚）魚の一種。
たみｔａｍｉ［名］ため。そのものの将来性を考えてすること。⑪っさぎゆ－いぬ～ぬ
でいん（結婚式のためのお金だ)。
だみｄａｍｉ［名］駄目。むだ。だみなむぬ（駄目な物)。だみなひとう（駄目な人)。
たみいtamii［動］矯める。形の悪いものを直して恰好をよくする。⑳かびとういぬ
はなな－ゆ～（凧のひもを矯める)。
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たみいtamii［動］溜める。ものが一ヶ所に多くあるようにする。⑪でいんい～（お
金を溜める)。
たみしぃtamisI［動］試す。試みる。実際に自分でやって見て調べる。⑳ひらいどう
しいいがたみひ－みい（出来るかどうか試して見る)。
たみしいんtamislO［副］試しに。⑳～ひ－みい（試しにやって見る)。
たみんtami9［接続］ために。それゆえ。
だむｄａｍｕ［名］（新）ダム。水を堰き止めるところ。
たむちぃtamutsl［動］保つ。ある状態が変化せず長く続くようにする。
たむとうtamutu［名］快。和服の袖の下方のふくらんだ部分。⑳～んかいでいんぷく
る_いりい（快に財布を入れる)。
たむぬtamunu［名］薪。燃やして燃料にするための木。⑳たむぬ_む_しぃ（薪を
燃やす)。
たやｔａｊａ［名］力。働きの基として備えているもの。ちぃからとも言う。⑳～ういだ
しぃ（力を出す)。
たゆぃtajui［名］頼り。他人の力を乞うこと。
たゆいtajui［動］頼る。助けを借りる。⑪ひとうんかい～な（人に頼るな)。
だらｄａｒａ［助動］だろう。そうであることが十分に推量出来ることを表わす。⑳かいが
どうかちぃだら（彼が書くだろう）。
たらいtarai［名］盤。水を入れてものを洗う丸くて平たい器。⑳～にちぃんぬあ
らう（盤に着物を洗う）。
たらうtarau［動］足りる。量や質が十分である。
だらかdaraka［名］嘘。虚言。事実でないこと。⑳～うあい（嘘を言う)。
たらしぃtarasI［動］垂らす。上から下へ液体が落ちるようにする。⑪ゆだいゆ～
（よだれを垂らす)。
たらたらtaratara［擬態］たらたら。液体が続けざまにしたたり落ちる様子。⑭あしぬ
～ながりい（汗がたらたら流れる)。
だらだらdaradara［擬態］だらだら。体がにぶく動く様子。⑳あちいきひ－んつちゅ
～あいふう（暑さで道をだらだら歩く）。
たらまtarama（地）多良間。宮古本島から南西へ約60キロメートルの所にある島。たら
まじぃま（多良間島)。
－だlノーdari［接尾］だらけ。一面にそのものでおおわれること。どうるだり（泥だら
け）んなぐだり（砂だらけ）あかいだり（蟻だらけ)。
たりいtarii［動］垂れる。液体が上から下へしたたり落ちる。⑬ゆだいぬ～（よだれ
が垂れる)。
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たりいtarii［動］酒を醸造する。⑳さきゅ－～（酒を醸造する)。
だりいdarii［動］だれる。疲れる。くたびれる。主として肉体的な疲れに言う。精神
的な疲れには、ちいむやんを使う。⑳はいちいにゃ￣やひ￣～（かけっこをして疲
れる)。
たりかしぃtarikasf［名］①酒のもろみ。⑩たりかつすたりい（酒のもろみを醸造す
る)。②目の灰色の鷹。鷹の一種。
だりんぎいdariU9ii［動］疲れ果てる。疲労がかなりの量に達する。⑳ゆか￣まがみ
あいき_～（遠くまで歩いて疲れ果てる)。
たるｔａｒｕ［名］樽。酒などを入れる蓋のある丸い大形の木の容器。⑳～んかいき
きゅ_いりい（樽に酒を入れる)。
たるｔａｒｕ［代］誰。何という人が素姓の分からない人を指す言葉。⑳かりや￣～が
（彼は誰か)。たるがむぬ（誰のもの)。
だる－daruK［名］だらつとしている者。元気のない者。⑭かりや－－（彼はだらっ
とした者だ)。
だるかんdaruka9［形］だるい。疲労などで体に元気がない。⑳どう￣ぬ～（体がだ
るい)。
たるたtaruta［代］誰たち。不定称たるの複数形。⑳かぬきや￣～（彼たちは誰だ)。
たるぬひや－tarunuCax［連語］どやつ。不定称の卑下した用法。⑳かりや￣～（彼
はどやつだ)。
だるまdaruma［名］達磨。起上りこぼしを兼ねた玩具。⑳～ぬくるがい（達磨がこ
ろがる)。
だるやんdarujaO［名］だるく感じるような病気のこと。
たるんtaru9［動］弛む。張っていた物がだらりとなる。⑳ちえんい～（チェーンが
弛む)。
たんｔａ９［名］炭。しいみとも言う。⑭～ぬむ￣しぃ（炭を燃やす)。
たんｔａＯ［名］（新）疾。のど・気管から出る粘液性の分泌物。いつだいとも言う。⑪～
ぬはちぃ（痕を吐く)。
－たん－taU［接尾］反゜着物の－着分の長さ。また田畑の面積の単位。
だんｄａ９［名］段。階段・台を重ねて次第に高く登れるようにしたもの。⑳～ぬい￣
い（段を登る)。
だんが－daU9ax［名］内緒話。関係者以外には知らせないような話。⑭～ゆあしい
（内緒話をする)。
だんが－いda99a:ｉ［名］段変わり。段ざがり。⑳～んかいき￣ゆちいきる（段さ
がりに気を付けろ)。
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たんくta9ku［名］（新）タンク。水などを入れる大きな容器。
だんぐda99u［名］団子・米の粉をゆでて、丸く蒸した食べ物。団子に似たものにふう
きやぎがある。
たんしぃtansr［名］箪笥。衣服などを入れておくための引出しのついた家具。⑭～ん
かいちいんぬいりい（箪笥に着物を入れる)。
たんだ－らtandara［名］炭俵。炭を入れた俵。しいみだ_らとも言う。⑪～うかん
たん（炭俵を担ぐ)。
たんたんtanta9（擬声）トントン。机などをたたく音。⑳～てい￣ちぃくいゆった
ちぃ（トントンと机をたたく）。
だんだんてい－dandantix［副］だんだんと。次第に。⑳～っふあふうない（次第に
暗くなる)。
たんちぃtantsI［名］短気。すぐ怒ったり終りが待てない性分。⑳たんっちやばいむ
ぬ（短気は悪い)。
だんみかしぃdammikasI［動］ドンドンする。⑳たいく￣～（太鼓をドンドンする)。
ち
ちいｔＪｉｉ［動］散る。一緒にあったものが離れてしまう。⑪はなぬ～（花が散る)･
ち－や－tJiXjaX（屋号）屋号の一つ。南支部の村はずれにある。
ちえんtJieD［名］（新）チェーン。自転車などのくさり。⑬～ぬはい（チェーンを張
る)。
ちかいtJikai［名］（新）誓い。誓うこと。⑳～ゆぱっしいな（誓いを忘れるな)･
ちがいtJi9ai［名］違い。差異。相異。⑳～やにゃ_ん（違いは無い)。
ちかうtJikau［動］（新）誓う。ある行為の実行を堅く決意する。⑪みゅ￣とう人な
らってい_～（夫婦になろうと誓う）。
ちかぐるtJika9uru［名］（新）近頃。現在に近い時刻。⑳ちかぐる￣かりや￣〈￣
ん（近頃彼は来ない)。
ちかみtJkami［名］（新）近眼。近視。眼球の状態が悪く、遠くの物を見ることが出来
ない目。とう－み（遠視）の対。
ちかゆいtJikajui［動］（新）近寄る。そのものと離れないように移動する。⑳ひとうん
かい～（人に近寄る)。
ちからわざtJikarawadza［名］（新）力業。強い力を出してする業。
ちぎりtJi9iri［名］（新）契り。約束。みゅ－とうぬ～（夫婦の契り)・
ちじまいtJid3imai［動］（新）縮まる。長さや距離が短くなる。⑳ちいんい～（着物
が縮まる)。
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ちじみいtJid5imii［動］（新）縮める。長さや距離が短くなるようにする。
ちじんtJid5iO［名］（新）縮み。長さや距離が短くなること。
ちじんtJid5iU［動］（新）縮む。長さや距離が短くなる。⑳ぐむぬ～（ゴムが縮む)。
ちつちっtJittJi？（擬声）舌打ちの時の音を表わす。⑳～てい－つたうならしい
（ちつちつと舌をならす)。
ちらかいtJirakai［動］（新）散らかる。物が整理されずにばらばらになる。普通しい
きや－りいを使う。⑳ふんぬ～（本が散らかる)。
ちらかしぃtJirakasl［動］（新）散らかす。物が整理されずぱらぱらの状態にする。⑳
ぐみゅ_～な（ゴミを散らかすな)。
ちらしぃtJirasi［動］（新）散らす。整理されずにぱらぱらの状態にする。⑪いる_
かび－ん～（色を紙に散らす)。
ちらちらtJiratJira（擬態）ちらちら。小さいものが飛び散る状態。⑩～てい－が－ぬ
とうう（ちらちらと蛾が飛ぶ)。
ちらぱいtJirabai［動］（新）散らばる。整理されずばらばらの状態になる。⑳んーな
ちらばり－ひんぎる（皆散らばって逃げろ)。
ちりtJiri［名］（新）塵。ほこり。ゴミ。⑳ちりゅ－つすう（塵を拾う)。
ちんちんtJintJi9［名］（幼）ちんちん。幼児語で陰茎のこと。
－ちぃ－tsI［接尾］～つ。数詞の下に添えて個数を表わす。ひてい_ちぃ（－つ）
ふうた_ちぃ（二つ）み－ちぃ（三つ）ゆ_ちぃ（四つ）いちいちぃ（五つ）
ん－ちぃ（六つ）ななちぃ（七つ）や－ちぃ（八つ）〈〈ぬちぃ（九つ）
とう－（十）と数える。
ちぃ－ｔSIX［名］血。動物の体内にある赤い液体。酸素などを体中に運ぶ。普通あか
ちぃと言う。⑬～ぬいでいい（血が出る)。
ちぃ－ｔSIX［名］釣針。魚を釣る時使う針。⑬～ひ_いう_ちぃぃ（釣針で魚を釣
る)。
ちぃ－ｔSIX［名］気。気性。心の働き。
ちぃ－ｔSIX［名］乳。乳汁。乳房から出る白い液体。⑳～ゆぬん（乳を飲む)。
ちぃ－ｔSIX［名］霧。水蒸気が凝結して煙のように地上をおおう現象。⑳～ぬ力､かい
（霧がかかる)。
ちいいｔｓｌＩ［動］着る。身につける。衣服などを体にまとう。⑳ちいんい～（着物を
着る)。
ちぃ－うtslxu［名］交尾。動物の性の交わり。
ちぃ－うｔｓｆｍ［動］交尾する。動物が性の交わりをする。⑳いんい～（犬が交尾す
る)。
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ちぃ－いるtsIxiru［名］血の色。赤。赤い色。
ちぃ－かたtsIzkata［名］着方。衣服を着る様子。⑳かいが～うみ－ろ（彼女の着
方を見ろ)。
ちぃ－きゃうだぃtsIxkjaudai［名］乳兄弟。同じ乳を飲んで育った兄弟。⑳っぶぁとう
ばんとうや～（君とぼくとは乳兄弟だ)。
ちぃ－つさかんtsIxssaka9［形］乳<さい。乳のにおいがする様子。
ちぃ－なりtsIxnari［名］着慣れ。⑬～ぬどうちぃ－やしぃかい（着慣れが着やすい)。
ちぃ－なI〃いんtsmaridzlO［名］着'慣れた着物。
ちぃ－ぱ－tslxbaX［名］①犬歯。②牙。
ちぃ－ぱなりtslxbanari［名］乳離れ。乳を飲まなくなること。
ちぃ－ふうじぃtsIXfudzl［名］乳首。乳のＭ上がった所。ちぃ－ぬふうじいとも言う。
ちぃ－むぬｔｓｍｕｎｕ［名］着る物。身にまとう物。⑳ちぃ_むぬ_とうみる（着る物
をさがせ)。
ちぃ-るtsIxru［名］黄色。三原色の一つ。菜の花のような色。
ちぃがtsl9a［名］枡。酒や穀物の量をはかる器。⑳～ひ_まいゆはかい（枡で米
をはかる)。
ちぃかtsIka［名］柄。刀剣などの手で握る部分。
ちぃか－しぃtsIka:ｓｒ［動］（目上の人を）お迎えする。
ちぃかいtslkai［名］使い。使いの者。⑳～ぬどうふうう（使いが来る)。
ちぃかいtsIkai［動］つかる。浸る。⑳みじいん～（水につかる)。
ちぃがいtsI9ai［名］関節。骨と骨とがつながって動くようになった部分。
ちぃがいtsI9ai［名］着替え。新しく交替するような衣服。⑬～ゆむち－とうまい
がいふう（着替えを持って泊まりに行く）。
ちぃかいいtsIkaii［動］仕える。主人や目上の人の側にいて世話をする。⑭あるじいん
～（主人に仕える)。
ちぃかいいtslkaii［動］聞こえる。音が耳でとらえることが出来る。⑳いんいないい
～（海鳴りが聞こえる)。
ちぃかいかたtsIkaikata［名］使い方。使用する方法。⑬～うっさん（使い方を知ら
ない)。
ちぃかいくるしぃtsIkaikurusl［動］酷使する。ひどく使う。⑭とうっじゅ～（妻を
酷使する)。
ちぃかいくんtslkaikuO［動］使い込む。予算以上に金銭を出費する。⑳でいんい～
（お金を使い込む)。
ちぃかいとうばしぃtsIkaitubasr［動］酷使する。さんざん使う。
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ちぃかいはていいtsIkaihatii［動］使い果てろ。使いつくす。使い終える。⑪んーなが
でいんい～（皆のお金を使い果てる)。
ちぃかいひならしいtsIkai9inarasl［動］使って減らす。⑳いんびちいぬしんぬ～
（鉛筆の芯を使って減らす)。
ちぃかいび－tslkaibix［名］使用人。主人などの世話をする人。
ちぃかいふうつちぃtsfkaifuttsI［動］こき使う。酷使する。ひどく使う。
ちぃかいみじぃtslkaimidzI［名］使い水。使用水。ぬんみじぃ（飲み水）の対。⑭～
ひ－さらうあらう（使い水で皿を洗う)。
ちぃかいむぬtslkaimunu［名］①使いもの。使用に供するもの。②奉公人。
ちぃかうtsIkau［動］使う。使用する。他人を働かせる。遣う゜⑳ひとぅ－－（人を
使う)。き－ゆ～（気を遣う)。
ちぃかかんtsIkakaU［形］近い。距離や時間のへだたりが少ない。⑳や_からがっ
こ－や～（家から学校は近い)。しがつちやちぃかふうなり－うい（四月は近
くなった)。
ちぃかさtsfkasa［名］司。神女。神事や祭を行なう女性。
ちぃかさんまtsrkasamma［名］位の高い神女。
ちぃかちぃかtsrkatslka（擬態）つかっか。勢いよく進み出る様子。⑳～てい－あい
ちぃ（つかっかと歩く)。
ちぃかないうやtslkanaiuja［名］養い親。養ってくれる親。なしいうや（生みの親）の
対。⑳～んかいふからつきあしぃ（養い親に感謝する)。
ちぃかないぬしぃtsIkanainusf［名］飼主。⑪〈ぬいんいちいかないいつきたる
（この犬の飼主は誰だ)。
ちぃかないむぬtslkanaimunu［名］飼っている家畜。⑳ちぃかないむぬ_しぃなしい
な（家畜を死なすな)。
ちぃかなうtslkanau［動］養う。養育する。飼う。⑪まゆ－－（猫を飼う)。
ちぃからtsfkara［名］力。ものごとを行なう能力。たやとも言う。⑳～ういだしい
（力を出す)。
ちぃからじぃまtslkaradzlma［名］力相撲。技でなく力ずくで押す相撲。
ちぃからしいぐとうtsIkarasI9utu［名］力仕事。強い体力を必要とする労働。⑪ちぃか
らしいぐとう_<_かん（力仕事はきつい)。
ちぃからだみしぃtsfkaradamisf［名］力試し。能力や体力を試すこと。
ちぃからまきtsIkaramaki［名］力負け。力が劣って勝負を失うこと。
ちぃからわざtslkarawadza［名］（新）力業。体力を必要とする仕事。
ちぃかUtslkari［名］疲れ。くたびれ。疲労。⑭たびぬ～ぬいでいい（旅の疲れが
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出る)。
_ちぃかん－tsIkaU［接尾］つかみ。草刈などでひとつかみして数える時の助数詞。ひ
とう～（一つかみ）ふうた～（二つかみ）み－～（三つかみ）ゆ_～（四つか
み）いちい～（五つかみ）と数える。
ちぃかんちぃtslkantsI［名］近道。目的地まで距離が少ない道路。⑬ちぃかんつちゅ
いふう（近道を行く）。
ちぃかんび－tslkambix［名］つかみ尼。にぎって相手にかがせる屍。
ちぃぎtsfgi［名］次。順序ですぐあとのこと。⑳っぶぁがばんな～（君の番は次
だ)。
ちぃきあ－しぃtslkiaXsI［動］突き合わす。
ちぃぎあ－しぃtsI9iaxsI［動］継ぎ合わす。別々のものを継いで－つにする。⑳き－
とうかにゅ－～（木と金属を継ぎ合わす)。
ちいきあいtsIkiai［名］（新）付き合い。交際すること。
ちいきあうtslkiau［動］（新）付き合う。交際する。⑳ひとうとう～（人と付き合う)。
ちいきあぎtsIkia9i［名］（新）突き上げ。下の者が上の者に行動するようせまること。
ちぃきあぎいtsIkia9ii［動］（新）突き上げる。下から突いて上に上げる。
ちぃきあっぶあtslkiavva［名］つけ油。頭髪につける油。まみあっぶぁ（クリーム油）
の対。
ちぃきいtslkii［動］付ける。①二つのものをぴったり一緒にする。②傷を付ける。③
火を点ける。⑳うまつちゅ～（火を点ける)。④種付けをする。⑤命名する。＠な－
ゆ～（名前を付ける)。⑥他の動詞に複合して用いる。うしちぃきい（押し付ける)。
ちぃきいtslkii［動］漬ける。浸す。⑳ちぃきむぬ－－（漬物を漬ける)。
ちいきかいしぃtsIkikaisf［動］突き返す。⑳ばうひ－－（棒で突き返す)。
ちぃぎぎtsr9iki［名］接ぎ木･植物の芽や枝を別の木につぐこと。
ちいきぐすいtsIki9usui［名］付け薬。付けたりはったりする薬。
ちぃきじいきtsIkidzIki［名］（新）月々。⑳～でいんぬうくい（毎月お金を送る)。
ちいきだきtsfkidaki［名］マッチ。こすって火をつける用具。⑬～ひ_うまつちゅ
ちぃきい（マッチで火を点ける)。
ちぃぎちぃぎんtsI9itsIgiO［副］次々に。あとからあとから。⑳～はいり－ふうう
（次々に入って来る)。
ちいきとうばしぃtsfkitubasI［動］突き飛ばす。手荒らく突く。
ちぃきなtslkina［名］漬菜。漬物。
ちいきなじゆ－tsIkinad5ux［名］漬物。白菜。⑳～ゆちいきい（白菜を漬ける)。
ちいきはじいみtsIkihadzrmi［名］月初め。⑳～んうくり（月初めに送れ)。
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ちぃぎば－tsI9ibaX［名］継ぎ歯。人工の歯を継ぎ足すこと。
ちぃきび－tsfkibix［名］つけ火。ついている火。また薪につけるための火。⑳～ひ－
たむぬんかいちぃきい（つけ火で薪につける)。
ちぃきむぬtslkimunu［名］漬物。野菜などを塩や味噌などでつけたもの。⑳ちぃきむ
ぬ－ちぃきい（漬物をつける)。
ちぃくいtslkui［名］机。本を読んだり字を書いたりする台。⑬～んちいちい（机に
つく）。
ちぃぐいtsl9ui［名］（植）ひょうたん。ウリ科のつる性一年草。長大でまん中のくびれ
た実が成る。⑳～ぬない（ひょうたんが成る)。
ちぃくしぃtslkusI［動］（新）尽くす。
ちぃぐなうtsI9unau［動］（新）償う。
ちぃご－tsI9ox［名］（新）都合。おり合い。事情。⑳～ぬどうばいかい（都合が悪
い)。
ちぃじぃtsfdzr［名］唾。唾液腺から分泌さへる粘液。⑪ちぃつじゅとうばちぃ（唾
を吐く)。
ちぃじぃtsldzl［名］頂。山の頂上。最も高い所。や－ぬ～（家の天辺）やまぬ～
（山の頂上)。⑪～んかいぬ－い（頂に登る)。
ちぃじぃtsrdzl［動］注ぐ。液体を器にそそぎ入れる。⑪ちや－ゆ～（お茶を注ぐ)。
ちぃじぃtsIdzl［動］継ぐ。後を受けて続ける。⑪あとぅ_～（後を継ぐ)。
ちぃじいきtsldzlki［名］続き。つづくこと。⑳ちぃじいきや－あちやみ－でい
（続きは明日見よう)。
ちぃじいちいtsldzItsI［動］続く。ものが連続して行く。⑳んちぃぬながふう～
（道が長く続く)。
ちぃじぃふうちぃtsldzIfutsf［名］継ぎ口。二つのものを合わす時のその間。
ちぃじぃふうんtsldzlfuU［名］握りこぶし。
ちぃじぃんtsIdzIU［名］鼓。小太鼓。⑳～ぬうちぃ（鼓を打つ)。
ちぃだいくんtsldaikuU［名］人参。根が黄赤色の二年草。根．若葉は食用。⑳～ぬ
いぴい（人参を植えるた
ちいちいtsltsl［名］月。①地球の衛星。⑬～ぬいでいい（月が出る)。ちぃつちゅと
も言う。②一年の十二分の－．⑳～ぬか－い（月が変わる)。
ちいちいtsltsl［動］付く。着く。①色.よごれ傷などのあとが残る。②着く。届く。
到着する。③（名が）付く。④火が燃え始める。⑤（灯火が）点〈。⑪とう_いぬ～
（ランプが点くた
ちいちいtsltsI［動］突く。搗く゜①長い物の先などで強い打撃を与える。⑭ぱうひ－
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～（棒で突く)。②搗〈。穀物を打ち、力愈らを除いたりする。⑭まいゆ～（米を搗〈)。
ちいちいtsIts，［動］聞く。音を耳で感じる。⑳むぬいゆ～（言葉を聞く)。
－ちいちい－tsItsl［接尾］月。－ヵ月ごとの期間を数える助数詞。ひとうちいちい
（一ヵ月）ふうたちいちい（二ヵ月）みちいちい（三ヵ月）ゆちいちい（四カ
月）いちいちいちい（五ヵ月）のように数える。
ちぃちぃかいしぃtsItslkaisl［動］聞き返えす。聞こえなかったり聞き落としたりする
ため再度聞く。⑳ちぃちぃばつぱいんよ－ん～（聞き違いがないように聞き返えす)。
ちいちいがなしぃtsItsI9anasI［名］お月様。
ちいちいじtsltsId5i（植）（新）つつじ。五月頃花が咲く。
ちいちいぬむぬtsItsInumunu［名］月のもの。月経。
ちいちいぬゆ－tsItslnujux［連語］月の夜。月夜。⑳～やはまぬどうかぎかい（月
の夜は砂浜が美しい)。
ちいちいぱっぱいtsltsIbappai［名］聞き違い。間違って聞くこと。⑳～やならん
（聞き違いはいけない)。
ちぃちぃばつぱいいtsItsIbappaii［動］聞き違う。間違って聞く。⑳に|こゅ￣やひ￣
～（居眠りして聞き違う）。
ちぃちぃまちがいtsltsImatJi9ai［名］聞き間違い。聞き誤りのこと。
ちいちいまちがいいtsItsImatJi9aii［動］聞き間違う。聞き誤る。
ちいちいんtsltsl9［名］包み。包むこと。
ちいちいんtsltslD［動］包む。包装する。
ちぃつちゆtsfttJu［名］月。月夜。地球の衛星。⑭～ぬあがい（月が上がるた
ちいっていいtslttii［動］（紐などが）切れる。⑳かびとういぬな－ぬ～（凧の紐
が切れる)。
ちぃっていみ－tslttimix［名］（紐などの）切れ目。切れた部分。⑭～ゆしらぴい
（切れ目を調べる)。
ちぃつくんtslkkuO［動］（新）突っ込む。激しい勢いで入って行く。⑳ていきんかい
～（敵に突っ込む)。
ちぃとうみtsltumi［名］勤め。人の当然しなければいけないこと。⑳ちぃとうみゅ￣
ぱ－まきがんあっす（勤めはまじめにやれ)。
ちぃとうみいtsltumii［動］勤める。人の当然しなければならないことをする。
ちぃとうみにんtsItuminiU［名］サラリーマン。公務員。官庁などで働く人。
ちぃながいtsIna9ai［動］つながる。一続きになる。ものがつらなる。⑯しいまとう
しいまぬはしいひ－～（島と島が橋でつながる)。
ちぃなじぃtsmadzI［動］つなぐ゛･ものが一続きになるようにする。⑳ぬ￣まうき￣
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んかい～（馬を木につなぐ)。
ちぃなひちぃtslna9itsI［名］綱引。綱を引き勝負を決める遊戯。⑳ちぃなひつちや
うむつしかん（綱引は面白い)。
ちぃなみtslnami［名］（新）津波。地震などの影響で海岸に押し寄せる大波。
ちぃにtslni［名］常。いつもと変わらないこと。平素。ちぃにひぐる（常日頃)。
ちぃにひぐるtslni9i9uru［名］常日頃。ふだん。いつも。⑳～からかんがいい（常日
頃から考える)。
ちぃぱいtsrbai［動］気張る。頑張る。一生懸命する。⑳しいかまうわいてい－～
（仕事をうんと頑張る)。
ちいぶtsIbu［名］壷。口が小さく胴がふくらんだ入れ物。⑳～んかいいりい（壷に
入れる)。
ちいぶtslbu［名］つぼ。急所。⑳ちいぶ－やちゅ_ゆあしぃ（つぼをやいとする)。
ちいぶtslbu［名］粒。小さい球状のもの。ただし、あ－ちいう（抱粒）ではちいうと
なっている。ひとうちいぶ（一粒）ふうたちいぶ（二粒）みちいぶ（三粒)。
－ちいぶ_tslbu［接尾］坪。面積の単位。一坪は約三・三平方メートル。ひとう～
（－坪）ふうた～（二坪）み～（三坪）ゆ～（四坪）いちい～（五坪）るく
～（六坪）なな～（七坪）や～（八坪）〈<～（九坪）とう～（十坪）と数え
る。
ちぃぶみtsIbumi［名］（新）蕾。花がまだ開かずにあるもの。
ちぃまいtsImai［動］詰まる。すき間なく物が入る。⑭ぬどうい～（のどが詰まる)。
ちいみtslmi［名］爪。動物の手足の先にある表皮が変形したもの。⑳～ぬんびい
（爪が伸びる)。
ちいみあぎいtsnia9ii［動］積み上げる。積むように高く重ねる。⑳に_ゆ～（荷物
を積み上げる)。
ちいみいtsfmii［動］詰める。すき間なく入れる。
ちいみかさないtsImikasanai［動］積み重ねる。重なって高くなる。
ちいみかさにいtslmikasanii［動］積み重ねる。重なるようにして高くする。⑳ふんぬ
～（本を積み重ねる)。
ちぃみ〈んtsrmikuU［動］詰み込む。荷物などをたくさん押し入れる。
ちぃみくんtsImiku9［動］積み込む。荷物を積み入れる。⑳に－ゆふにんかい～
（荷物を船に積み込む)。
ちぃみにtslmini［名］積荷。車や船などに乗せて運ぶ荷物。⑪ちぃみに_ゆぬ－しい
（積荷をのせる)。
ちいむtslmu［名］①心。気。⑭～ぬかぎかん（心がきれい)。②肝。肝臓。わ－ぬ～
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（豚の肝)。
ちいむいtsImui［動］（新）積もる。重なって高くなる。⑳ぐみぬ～（ゴミが積もる)。
ちいむいみかんtsImuimikaD［形］心が小さい。気が小さい。⑳ば￣～（ぼくは心が
小さい)。
ちいむが＿いtsmu9a:ｉ［名］肝変わり。心変わり。⑳～ぬは_さかん（心変わりが多
いた
ちいむがかいtsImu9akai［名］気がかり。気に思うこと。⑬～ひ￣むいまいふあ￣
いん（気がかりで食事もできない)・
ちいむかさかさtsImukasakasa［名］気がいらいらすること。気がそわそわすること。
⑳～てい－あしぃ（気がいらいらとする)○
ちぃむぐりかんtsImu9urika9［形］気の毒である。不燗である。⑳いあいやみ￣～
（父が病気で気の毒である)。
ちいむさびしいかんtslmusabislkaO［形］肝寂しい・‘し､寂しい。⑳んじゃんかいまい
いでぃらいだ～（どこにも出られず`し、寂しい)。
ちぃむだかかんtslmudakakaU［形］怒りっぽい。
ちぃむだるかんtslmudarukaD［形］気が進まなくだるい感じ。
ちいむぶとうぶとうtsImuputuputu［名］心がそわそわすること。⑭～ひ￣しゆわ
（心がそわそわして心配だ)・
ちぃむやんtsImuja9［名］肝病み。思い悩むこと。⑳～なく￣むぬ（思い悩むのはつ
らい)。
ちいむやんかんtsfmujaDkaD［形］思い悩む状態。心苦しい。⑪しきん￣うてい￣
～（不合格で心苦しい)。
ちぃゆtsIju［名］露。夜半や早朝に、物の表面につく水滴。
ちいるtsIru［名］弦。三味線などに張る糸。さんしんぬ～（三味線の弦)。ぴき～（雄
弦）み－～（雌弦）などがある。
ちいるtslru［名］（動）鶴。秋、大陸から渡って来るツル科の鳥･くちばしや首が長い
大形の水鳥。ちいるかみ（鶴亀）⑬～ぬとうう（鶴が飛ぶ)○
ちいるかみtslrukami［名］鶴亀。鶴と亀。長寿でめでたいものと考えられている。⑳
＿ぬんまりや＿ひ＿ながいちぃあしぃ（鶴亀のように長生きするた
ちいんｔｓｌＯ［名］着物。衣服。身にまとうもの。⑳～ぬちぃぃ（着物を着る)･
ちぃんｔｓｌ９（植）黍。畑で出来る￣年草の植物。赤茶色の実が成る。
ちぃんｔｓＩ９［動］摘む。指先などでつまんで取る。⑳はなう～（花を摘む)。
ちぃんｔｓＩＤ［動］積む。置いてある物の上に重ねて、さらに高くなるようにする。⑳
に＿ゆ｜よ＿さ～（荷をたくさん積む)。
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ちぃんじぃtslndzl［動］紡ぐ。よりをかけて糸にする。⑳いとう－～（糸を紡ぐ)。
ちいんだらさtsmdarasa［名］かわいそう。ちいんだらざぬひとう（かわいそうな人)。
ちいんだらしいかんtsIndarasIka9［形］かわいそうである。⑳うや－にゃ_だ～
（親がいなくてかわいそうである)。
ちいんつちぃtslnttsl［動］つれる。指先で膚を強くつまんでねじる。⑪かまっちゅ
～（頬をつれる)。
ちいんいふうじぃtsimufudzI［連語］着物の襟。衣服の襟。⑭ちいんいふうつじゆ
ちいきい（衣服の襟を付ける)。
ちいんみ－tslmmiX［名］（動）目の金色の鷹。鷹の一種。たりかしぃ（目が灰色の鷹）
の対。元気のある鷹である。
ちいんみ－だかtslmmixdaka［名］（動）目の金色の鷹。ちぃんみ－とも言う。
ちやｔＪａ［助］ってざ。終助詞。他人から聞いた話として述べるのに用いる。⑪あ
ちや－あみ～（明日は雨ってさ)。んなま_す_やたかむい～（今は野菜は高っ
てさ)。
ちや－tJax［名］茶。茶の木の若葉から作った飲み物。⑳～ゆぬん（茶を飲む)。
ちや－tJaZ［副］いつも。常に。どんな時でも。⑳かいとういや～なき_うい
（あの鳥はいつも鳴いている)。
－ちゃ－－tJaK［接尾］複数を示す。ばんちや－（われわれ）みちゃ_（三人)。
ちや－かしぃtJaxkasf［名］茶かす。茶を入れた後のこったもの。⑳ちや－かつすつ
しい（茶かすを捨てる)。
ちや－がんじゆ－tJa:gand5u：［名］常に元気であること。⑭ばんていがいあ￣～
（ぼくらのお父さんは常に元気だ)。
ちや－じゆ－かtJaxd5uXka［名］茶急須。お茶用の急須。
ちや－ぬんぱなしぃtJaxnumbanasI［名］茶飲み話。⑳ちや－ぬんぱなっきうむつし
ど－（茶飲み話は面白いよ)。
ちや－み－tJaxmix［名］ずっと見続けること。⑳～やひ－みじぃらしいむぬがや
うかん（ずっと見続けて、珍しいのだろうか)。
ちやくしぃtJakusI［名］嫡子。長男。⑳～ぬどうや－ゆぱ－ちぃじぃ（長男が家
は継ぐ)。ちよ_なんとも言う。
ちやばんtJabaU［名］湯飲み茶碗。⑪～ひ_どうちや_ゆば_ぬん（茶碗で茶は飲
む)。
ちやぶんtJabuO［名］茶盆。茶碗や急須をのせて運んだりするもの。
ちやぶんだ－うtJabundaXu［名］茶盆道具。お茶を入れるための用具。
ちゃらちゃらtJaratJara（擬声）ちゃらちゃら。金属などが触れて出す音。⑳かにでぃ
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んぬ～ならしい（金貨をちゃらちゃら鳴らす)。
ちやらみかしぃtJaramikasl［動］ちゃらちゃらさせる。金属のものを触れ合わせて
ちゃらちゃら音をさせる。⑭かにでいんい～（金貨をちゃらちゃらさせる几
ちゃんてい－tJantix［副］ちゃんと。きちんと。欠けた部分ややり残した部分が無い様
子。⑳まきがんてぃ一一あっす（正しく、きちんとやりなさい)。
ちゆ-いtJuxi［名］（新）注意。気をつけさせたり、心を集中すること。⑳くるまんか
い～ゆあっす（車に注意しなさい)。
ちゆ－いにゆ－かんtJuXinjuxkaU［形］強くなるのが遅い。発育が遅い。
ちゆ－いびや一かんtJuxibjaXkaO［形］強くなるのが早い。発育が早い。
ちゆ－かtJuXka［名］急須。茶を入れるための手のついた小型の器具。ちや－じゅ－か
とも言う。⑬～ひ－ちゃ－ゆいりい（急須でお茶を入れる)。
ちゆ一かんtJuxkaU［形］強い。外からの力以上に強固である。⑳かでいぬ～（風が
強い)。
ちゆ－〈tJu:ｋｕ［副］強く゜力、働きを高くする状態。⑳～かちいん（強く握ぎる)。
ちゆ－じゆくtJuxd5uku［副］強く強く゜ひどくひどく。⑳あいあしぃなてい￣～
あいい－ちぃかし（そうするなと強く強く言って聞かせなさい)。
ちゆ－ちゆ－tJmtJuX（擬声）ちゅうちゅう。ねずみがなく時発する音。⑳ゆむぬい
～なふう（ねずみがちゅうちゅうなく）。
ちゆ－ば－tJuxbaX［名］強い者。気丈な者。⑳～ぬどうましぃ（気丈な者が良い)・
ちゆ－ば－かんtJuXbaxkaD［形］強い者である。気丈な者である。⑳ちゅ￣ぱ￣かいば
なうまいひらいどうしぃ（気丈な者であるから何でも出来る)。
ちゆ－ふう－tluxfux［名］中風。脳出血などで運動神経がまひし、体が不髄になる病気。
ちゆ－らしいtJu:rasｌ［動］強くする。⑭うんど_やあしいみ_～（運動させて強
くする)。
ちゆつふいいさく゛tJuffiisa9u［名］つくり咳。わざとだす咳。⑳～ひ￣ひとう￣う
どうるかしぃ（つくり咳で人を驚ろかす)。
ちゆつふいがいtJuffi9ai［名］作りかえ。改造。＠や￣ゆ～あしぃ（家を改造す
る)。
ちゆっふいかたtJuffikata［名］作り方。製法。作る方法。⑳くまぬ～うなら￣
しぃ（独楽の作り方を教える)。
ちゆつふいぐいtJuffi9ui［名］つくり声｡⑪～ひ￣むぬ￣あい（つくり声で言う)。
ちゆつふいぐとうtJuffi9utu［名］作りごと･
ちゆつふぃなうしぃtJuffinausl［動］作り直す。⑳いんいや￣ゆ～（犬の家を作り
直す)。
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ちゆっふいはっちゃきし、tJuffihattJakii［動］作りそこねる。作りそこなう。⑳さいど
んなり_～（最後の段階で作りそこなう)。
ちゆっふいぱなしぃtJuffibanasl［名］作り話。真実でない話。⑭かいがはなつさ
～（彼の話は作り話だ)。
ちゆつふいばらいtJuffibarai［名］作り笑い。おかしくもないのにわざと笑うこと。⑳
ちぃむんななき＿～ゆあしぃ（心では泣いて作り笑いをする)。
ちゆつふいむぬtJuffimunu［名］作り物。人造のもの。似せて作ったもの。
ちゆんｔＪｕＵ［助］さえ。係助詞。極端な事柄を例示し、他の事柄を言外に出す。⑳な￣
ゆかちぃ～ふん（名前を書きさえしない)。
ちゆんちゆんtJuntJuD（擬声）ちゅっちゅっ。ひばりの鳴き声。
-ちょう－－tICX［接尾］丁。市街地の区画やものの数を数える時用いる。いつ～（－
丁）に～（二丁）さん～（三丁）よん～（四丁）ご～（五丁）のように数える。
ちよ－ちんtJoxtJiU［名］（新）提灯。ろうそくをともせるようにした照明具。⑭～ぬ
ちぃきい（提灯を点ける)。
ちよ－どtJoxdo［副］丁度、折よく。ぴったり。⑳〈ぬか￣っさ～ひやくいん
仁と菓子は丁度百円だ)・
ちよ－なんtJoXnaU［名］長男。ちやくしいとも言う。
ちよ＿ぶｔＪｏｘｂｕ［名］帳簿。会計・事務などの必要事項を記入する帳面。⑪ちよ￣ぶ￣
ちぃきい（帳簿をつける)。
ちよ＿へいｔＪｍｈｅｉ［名］（新）徴兵。兵役の義務を課すこと。
ちよ－みんｔＪｏｍＤ［名］帳面。ノート｡ものを書くために使う、紙を綴じたもの。
ちょろちょろtJorotJoro（擬声）ちょろちょろ゜水が少し流れる様。⑪みじいぬ～
ながりい（水がちょろちょろ流れる)。
つ
つくちぃぎ－ｋk，utsI9iX［名］（植）フクギ。葉が堅く黄色い実が成る。防風林用に植え
る。
つさｓｓａ［名］足。つま先。ひざとも言う。⑪っさうきい（蹟〈）。
っさｓｓａ［名］（植）草。植物の－類で茎が柔らかい。毎年枯れる。つさぱな（草花）
つきぬみ－（草むらの中)。⑳～うかい（草を刈る)。
っさいｓｓａｉ［名］目白。上は黄色をおびた緑、腹は灰色で、目のまわりは銀白色の小鳥。
つさうぎ－ssau9ix（植）ハマイヌビワ゜
っさうMssau叫［動］しびれる。体のその部分が普通と違って自由に動かすことが出
来なくなる。⑳てぃ－ぬ～（手がしびれる)。
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っさかいssakai［名］草刈り。草を刈ること。⑳～やら〈（草刈l)は楽だ)。つきか
りや（草刈りをする人)。
っさがいssa9ai［動］ぶら下がる。上が何かに支えられて足が地面にうかない状態でい
る。⑳き_んかい～（木にぶら下がる)。
っさがいどういssa9aidui［名］（動）こうもり。ネズミに似た羽のある小形の哺乳動物。
っさかしぃssakasI［動］押しつぶす。ぺしゃんこにする。上から圧力を加えて平たく
なるようにする。⑳ん_たう～（木の実を押しつぶす)。
っさかじやssakad5a［名］くさい臭い。不快感のする臭い。⑪～ぬあしぃ（<言い臭
がする)。
つさかだ－ssakada:（地）白河田。宮古本島東側に位置する水の豊富な所。
っさかんssaka9［形］臭い。悪臭がある。いやな匂いがして、鼻をつまみたい感じのす
る状態。いちい～（息臭い）さき～（酒臭い）ひ_～（屍臭い）いう～（魚臭
い)。⑪し－る_～（水肥は臭い)。
っさぎssa9i［名］白髪。年をとったりしたために白くなった頭髪。つすっさぎとも言
う。⑳～ぬういい（白髪が生える)。
っさきいssakii［動］つぶれる。砕ける。上からの圧力などでものが平たくなる。⑯は
じいひ_んまい-ふうにゆ－ぬ～（足でふまれてミカンがつぶれる)。
つささssasa［名］臭さ。悪臭。いやな匂い。⑳～ぬどうたいらいん（臭さが堪えら
れない)。
っさしぃssasl［動］知らせる。報告する。通告する。⑳し_とうんかい～（生徒に
知らせる)。
っさしぃび－ssasIbiX［名］知らせる役目。伝達役。⑳くちよ_ぬどうしいまぬ～
（区長が村の伝達役だ)。
っさとういssatui［名］草取り。雑草を取り去ってきれいにすること。
っさはいssahai［名］白風。梅雨が明けてから吹<南風。⑳～ぬふうちぃ伯風が吹
〈九
つさび－ssabiX［名］臭い尼。⑳～ゆひちぃ（臭い展を放る)。
っさびちぃssabitsl［動］引きずる。足やすそなどを地面につけたまま動かす。⑳うつ
す～（牛を引きずる)。
っさまじいちいssamadzltsr［名］ひざまずき。正座。膝を地面につけた状態で座るこ
と。
っさまじいちいssamadzltsl［動］ひざまずく。正座する。膝を地面につけて座る。⑳
しんし－がまいん～（先生の前で正座する)。
っさまちぃssamatsl（地）久松。平良の市街地から南へ約二キロメートル行った所の集
－４５－
Hosei University Repository
落。久貝と松原の二つの字からなる。
っさらssara（地）平良。平良市街地のこと。宮古の政治．経済．文化の中心地。あが
いざとう（下里)、い－ざとう（西里)、んきゃどうら（荷川取）などの集落からなる。
っさらしいssarasI［動］腐らす。食べ物などがいやな匂いがついたりして食べられな
い状態にする。⑭いう－－（魚を腐らす)。
っさりいssarii［動］①腐れる。食べ物などがいやな匂いがついたりして食べられない
状態になる。⑳まいい～（ご飯が腐れる)。②動詞について状態がひどくなる意を表
わす。いばい～（いばりくさる）なちぃ～（泣きくぎる)。
っさりかじやssarikad5a［名］腐れた匂い。⑪～ぬあしぃ（腐れた匂がする)。
っさりび＿ssaribix［名］腐れた屍。臭い展。～ぬかじゃ（臭い尼の匂い)･
っさりん－ssariDx［名］腐れ芋。腐れた芋。よわって食べられなくなった芋。⑳～な
ふあ_いん（腐れた芋は食べられない九
つされ－しぃssareXsl［感］ごめん下さい。訪問の際のあいさつ語。⑪～たるまい
み＿んな－（ごめん下さい。誰もいませんか)。
っさんｓｓａＤ［名］（昆）風。他の動物について血を吸う小形の平たい虫。頭髪などにい
る。⑳～ぬあかつちゆゆう（風が血を吸う)。
っさんたちぃssantatsI［名］爪先で立つこと。⑳つきんたっちゃ〈￣むぬ（爪先で立
つのは疲れる)。
っさんたちぃssantatsf［動］爪先で立つ。⑪まいいみ￣らいんにば～（前が見えな
いので爪先で立つ)。
っさんふういssanfui［名］知らんふり。知っていても知らないようにすること。⑳～
ゆあしぃ（知らんふりをする)。
つさんんｓｓａＷ［名］足のしびれ。足がしびれること。⑳～なやっかいど￣（足のしび
れは厄介だ)。
つい、ＪＪｉｉ［動］捨てる。不用になったものをある場所に置いたり投げ出したりする。
しいていいとも言う。⑭いらんふうないたいちいんい～（いらなくなった衣服を
捨てる)。なぎ～（投げ捨てる)。ひすう（拾う）の対・
っしかんJJika9［形］寒い。気温が低く、不快に感じる状態。⑳ふうゆ－－（冬は寒
い)。あちいかん（暑い）の対。
つしやなかんJJanakaU［形］きたない｡不潔である。見るからに不快な感じを与える状
態。⑳みはなぬゆぐり＿～（顔が汚れてきたない)。
つすｓｓｕ［名］糞。大便。動物の肛門から出る消化された食物のかす・はなつす（鼻く
そ)。⑳つす－まい（くそを出す)。
つすｓｓｕ［名］白。白いもの。雪や砂糖などの色｡～かび￣（白い紙）～いる（白い
－４６－
Hosei University Repository
色）～が－（白い肌)。⑭ちぃ人な～ぬどうじやうかい（衣服は白がいい)。
っすいｓｓｕｉ［名］人追いのこと。⑳～ゆあしぃ（人追いをする九
つすいｓｓｕｉ［名］薬。病気や傷を直すために飲んだり塗ったりするもの。⑳～ゆぬん
（薬を飲む)。みずぐすい（目薬）ぬいぐすい（塗り薬)。ぬんぐすい（飲み薬）のよ
うに複合語ではぐすいと言う。
っすいｓｓｕｉ［名］拭く。布や紙などでこすって汚れや水分を除く。⑳かび￣ひ￣ちぃ
くいゆ～（紙で机を拭く）。
っすいだし、ssuidai［名］薬代。薬を買うための代金。
つすいつぶゃssrivvja［名］薬売り。薬を売り歩く行商人。
っすいばくssuibaku［名］薬箱。薬を入れて保管する用器。
つすいや－ssuijax［名］薬屋。薬局。薬を売るところ。
つすいるssuiru［名］白色。雪や砂糖などの色。⑳つすいる_ぬい（白色を塗る)。
つすが－ssu9ax［名］色白の者。⑳かりや－－（彼は色白だ)。
つすかじやssukadSa［名］糞の匂い。⑳～ぬどうひ￣うい（糞の匂いがする)。
つすかび－ssukabix［名］白紙。白い紙。⑭～んじぃ￣ゆかふう（白い紙に字を書
く）。
つすかんssukaO［形］白い。色の一種。雪や砂糖などの色の状態。⑳さた－～（砂糖
は白い九
つすぎ－ssu9iZ［名］白毛。白い毛。金髪の色。
つすぎいssu9ii［動］広げる。たたんだり閉じたりしたものを開く。⑳ふうるしきゅ￣
～（風呂敷を広げる)。
つすざたssudzata［名］白砂糖。白い色の砂糖。っふうざた（黒砂糖）の対。⑳～う
こ－ひ－んかいいりい（白砂糖をコーヒーに入れる)。
つすじぃssudzI［名］白地。白い地色。
っすじいんssudzI9［名］白衣｡白い着物。⑳～ぬちいい（白い着物を着る)・
っすちいぶssutsIbu［名］白壺。白い磁器のこと。
つすっさかんssussakaU［形］糞臭い。糞の匂いがする状態。
つすつさぎssussa9i［名］白髪。白くなった頭髪。っきぎとも言う。
つすなんssunaU［名］白波。白く光る波。⑳～ぬゆしい（白波が寄せる)。
つすぬ－まssunuXma［名］白馬。毛の白い馬。
つすぬいssununu［名］白布。白い布。⑳～ひ－ちいんいぬう（白い布で着物を縫
う)。
つすぱまssubama［名］白浜。砂の白い浜。
つすひだssuCida［名］いしなど。遊びに用いる貝の小石。⑬～ひ－あすう（いしな
－４７－
Hosei University Repository
ごで遊ぶ)。
っすふ－ssuのu：［名］白い帆。⑳～ゆあぎい（白い帆を上げる)。
っすまいssumai［名］糞を出すこと。
っすましぃssumasI［動］白くする。汚れを落として白くする。⑳ちいんいゆぐ
りゅ_うたひ－～（着物の汚れを落として白くする)。
つすまたかんssumataka9［形］糞がしたい。
つすまみssumami［名］白豆。白い豆。ダイズの－品種で種子が黄白色のもの。
つすまりやssumarja［名］糞をよくやる人。
っすみ－ssumix［名］白目。①目の中の白い部分。②怒って白い目をむき出すこと。③
目を怪我して目の白い部分が大きくなること。またその人。つふうみ_（黒目）の対。
⑳～ひ－ひとう－み－な（白い目で人を見るな)。
っすわ－ssuwax［名］白豚。毛の白い豚。豚の種類。っふうわ－（黒豚）の対。
つすわたssuwata［名］白綿。綿のこと。
つすんｓｓｕ９［動］白む゜白くなる。⑪ぬいぬいるぬはぎ_～（布の色がはげて白
くなる)。
つすんなぐssunna9u［名］白砂。白い砂。つふうんなぐ（黒砂。色のついた砂）の対。
つすんむssuIpmu［名］白雲。白い雲。つふうんむ（黒雲）の対。⑬～ぬいでいい（白
雲が出る)。
ったｔｔ'ａ［名］舌。脊椎動物の口の中に突出した器官。⑭～ひ-なん（舌でなめる)。
った－ちぃｔｔ，axtsl［名］二つ。－の次の数。た_ちぃ、ふうた_ちぃとも言う。
ったちぃtfatsI［動］叩く。なぐる。つづけて打つ。⑳ひとう－～（人をなぐる)。
ったなんみゃｔｔ'anammja［名］舌をたえずなめる癖のある者。
っちゃんちぃttTantsf［動］突き通す。⑳いう－～（魚を突き通す)。
っちゃんふうかんttTanfukaU［形］いやである。面倒である。
つちゆらしぃttTurasf［動］崩す。壊す。⑳や_ゆ～（家を崩す)。や_つちゆしぃ
（家を崩すこと)。
ってい-ｔt'i：［名］煙管。煙草を吸うための道具。⑪～ひ_たばく－ふうちぃ（煙
管で煙草を吸う）。
ってい－ちぃｔｔ，ixtsl［名］一つ。この前の数。てい－ちぃ、ひてい_ちぃとも言う。
つとうちぃｔｔ，utsI（植）蘇鉄。ソテツ科の常緑裸子植物。赤い実が成る。すてぃちぃと
も言う。
っふあｆｆａ［名］子。子供。親から生まれたもの。⑳～うなしぃ（子を生むた
つぶあｖｖａ［名］君。お前。同輩以下の相手を指す二人称代名詞。⑳～があっす（君
がやれ)。
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つふあいｆｆａｉ［名］たい肥。植物や排泄物をつみ重ねて腐熱させた肥料。
っふあいいffaii［動］噛まれる。⑳いんん～（犬に噛まれる)。
っふあ－にゃ－んむねffaxnjaxmmunu［連語］子供のいない者。子供のいない夫婦･
っふあがいffa9ai［名］暗がり。暗い所。光のあたらない場所。⑳～んなむぬ￣
み－らいん（暗がりではものは見えない)。
っふあがらしいffagarasI［動］暗くする。光があたらないようにする。
つふあかんffaka9［形］暗い。光が少くて物がよく見えない状態。⑬ゆないや～（夜
は暗い)。
つふあさ－いffasaxi［名］子守り。子供をあやしたり寝かせたりすること･
つふあしぃffasl［動］①挾む。②釣る。⑪いう￣～（魚を釣る)。③爪を切る。⑳
ちぃみゅ－－（爪を切る)。
つふあすだてぃffasudati［名］子育て。子供を成長させること。
っふあちぃffatsI［名］鍬。田畑を耕やす道具。⑪～ひ￣かでいい（鍬で耕やす)。
っぶあどうvvadu［名］君ら。お前たち。二人称の複数形。っぶあどうがむぬ（君らの
もの)。
つふあどうぐなffadukuna［名］暗がり。暗い所。光の少ない所。
っふぁどうらffadura［名］（動）すずめ。背中が茶色の小形の野鳥・
っふあなしぃffanasl［名］出産。子供を産むこと。⑳～ぬく￣さ（出産はきつい)。
つふあい－まffanuxma［名］子馬。成人に達しない馬。
つふあむいffamui［名］子守り。子供のＭをすること。
つふあむいあ－ぐffamuiaX9u［名］子守歌。子守りをする時うたう歌。
っぶや－ましぃかんvvjaxmasIka9［形］うらやましい。⑳ひとう－つぶゃ－まつさ
ひ＿やならん（人をうらやましがってはいけない)。
つふあむちゃffamutJa［名］子持ち。子供のある母親。
つふあむりやffamurja［名］子守。子供のＭをする人。普通小学校の女の子がやる。
っふあゆ－ffajuX［名］暗い夜。光が少ない夜。⑳～やうとうるしいむぬ（暗い夜は
こわいい)。
つふあんまがffamma9a［名］子孫。子供や孫。
っふいｆｆｉ［名］蛸の墨。蛸が口から出す黒いもの。たくいつふいとも言う。
つぶし､あいちぃvviaitsf［動］売り歩く。行商する。⑪いう_～（魚を売り歩く）。
つぶし､あまいvviamai［名］売り余り。売り残ったもの。⑪～やいふうちぃ（売り余
りは幾つだ)。
つぶし､あまらしいvviamarasl［動］売り余す。売り残す。⑪す－ゆ～（野菜を売り残
す)。
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っぶぃはていいvvihatii［動］売り果てる。売りつくす。⑳あ￣さ－－－にゃ￣ん
（海藻は売りつくしてしまった)・
つふいまffima（地）来間。下地町の南部の小島。つふいまじぃま（来間島）とも言う。
っふうｆｆｕ［名］黒。色の－つ。墨や木炭などの色。⑪そ￣しきんなちぃんな～ぬ
どうましぃ（葬式には衣服は黒がいい)。
っふういしぃffuisl［名］黒石。囲碁に使う黒い方の石･っすいしい（白石）の対。
っふうあかちぃffuakatsl［名］黒い血。出血して時間がたち黒くなった血。あかあか
ちぃ（赤い血）の対。
っふうが－ffu9aZ［名］色黒の者。色の黒い人。っふうが￣むいとも言う。
つふうが－むぬffu9aXmunu［名］地肌の黒い者。色黒の者･
っふうがにffu9ani［名］黒金。鉄。
っふうからじぃffukaradzl［名］黒髪。黒い髪・あかからじぃ（赤毛）の対。⑳っふう
からつじやかぎかん（黒髪は美しい)。
っふうかんffukaO［形］黒い。墨や木炭のような色である。⑭まゆ-－（眉毛は黒
い)。
つふうぎffu9i［名］黒毛。陰毛。脇毛はばつたぎ￣とも言う。
っふうざたffudzata［名］黒砂糖。濃い褐色の砂糖。
っふうしい_ffusrx［名］汚れ。きたなくなったもの。⑳～ゆうとうしぃ（汚れを落と
す)。
っふうしいばffuslba［名］黒い唇。寒さのために黒くなっている唇･
つふうぬ－まffunuxma［名］黒馬。黒い毛をした馬。あかぬ￣ま（茶色の馬）つす
ぬ_ま（白色の馬）などと言う。
っふうましぃffumasl［動］黒くする。⑳ったき￣か￣ゆ～（叩いて肌を黒くする)。
っふうまみffumami［名］黒豆。黒い皮のダイズ。正月の煮豆用。
つふうみ－ffumix［名］黒目。黒い目・目の黒い部分・
つふうんｆｆｕ９［動］黒む゜黒くなる。⑳き￣ぬないいつきり￣～（木の実が腐れ
て黒くなる)。
つふうんたffunta［名］黒土。黒い士。あかんた（赤土）の対。栄養分が豊富で農作物
がよく育つ。
つふうんなぐffunna9u［名］黒砂。黒い砂。色のついた砂。つすんなぐ（白砂）の対。
つふうんむffulllmu［名］黒雲。黒い雲。雨雲。⑳～ぬいでいい（黒雲が出る)。
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